
令和四年度

事 業 報 告 書

社会福祉法人あゆみの会



1.総 論

(1)板橋保育園購 イヒ園の取り組み
区立板橋保育園民営化園の公募に法人プロポーザ′勁淵 咽され 令和 6年 4月 開園に向け準備が

進められた。

○ 板橋保育園民営化園の概要
開園 令和 6年 4月 1日

名称 板橋保育園

場DT 東京都板橋区富士見町20-118

艘 103名定員 (1歳児～5歳児)

期 1375.88∬ 倍H営住宅跡地、都と定期借地権付土地貸借契約)

園舎 993. 94ポ 延 べ床調

設計 山岸鰤 擢誘初T 〒360‐0841埼玉県熊谷市新堀 600‐ 1

○ 三者協議会等 (法人・区立板橋保育園保護者・板橋□
5月 27日 板橋区 用地貸付の推薦に関する協定書締結

7月 1日 自洋学会ず惑修翌歩 富士見自治会長挨拶

7月 13日 嚇 明 富士見地域センター自治会挨拶

7月 30日 第一回三者協議会 保育理a・ 運営方針の説明

8月 18日 板橋区 一者協議会事前打ち合わせ

9月 2日 棘 者困 園舎開発協議

9月 26日 板橋区 道路課

9月 29日 板橋区 詢碗佼訪問

10月 15日 第二回三者協議会 園舎の説明

10月 28日 板橋区

"出11月 17日 板橋区 言十醐 認申請

11月 22日 板橋区 区立板橋保育園園見学

12月 10日 第二回三者協議会 事故防止・安全対策、虐狩方止と個人
′盾報保護

12月 19日 板橋区 板橋区保育課 高階すまいる保育園見学
1月 10日 板橋区 自V侍濫華謝央拶

1月 31日 棘 者Б 地代 (賃料)・ 保証金確定

2月 4日 第四回三者協議会 保育計画・指導計画、年間行事予定等

2月 14日 板橋区 児童福祉施設 (民間保鞠つの計画承認

3月 28日 板橋区 区立板橋保育園園見学

令和 5年

4月 板橋保育園開設準備室の設置

○ 今後のスケジュール



開発許可・確認申請の承認、入札公告

5月 メ休し、建壕甥獣釘、凍味嗜卜との蜘

園舎工事着工6月

令和 6年

園舎工事竣工1月

4月 1日 開園

子ども教育宝イ山大学保育学科准教授 富山大士先生 (保育アレミイザー)

法ノ入ヽ各園を保育乗境評価スケーlレ ECARS Carly Childhood 翫五rollment Rating Scale)に より、

保育者とともに保育・保育環境を振り返るクオーし/の日に同行、巡回指導をいただく。

汐見稔幸先牛キ宰「臨床育児・保育研究会」の事務局、キャリアアッフ
°
研修の講師や私立保育園淳甲

(2)保育について

本年度は認可保育園4園、企業主導型保育所1園の5園全体で、171名の職員が350名の園

児の保育を行った (令和 5年 3月 1日現ω。

1)すまいる委員会について

令和四年度「すまいる委員会」は5部会・ 14委員会にて行つた。毎月各園から委員が集まり、

委員会にて実践報告や提案を行い、その成果を各園保育に反映し亀 本年度はあゆみの会の保育を

取りまとめた「すまいる保育ガイドライ判 を作成、各園の保育の指針 。手引きとして活用してい

くこととした。委員会の活動成果については、別添する。

令和 4年度の部会・委員会

吉1雛会辛旨 委員会 主なテーマ

保育部会

01委員会 保育ガイドライン・年齢別年間計画

12委員会 保育ガイドライン・年齢別年間計画

35員会 保育ガイドライン・年齢別年間計画

捌 舞除
研修自己評価委員会 令和 4年度研修計画

クオーレ監査委員会 内部監査・指導監査対応

埼 除
安全委員会 保育ガイドライン

看護委員会 保育ガイドライン

食育部会

保育食育委員会 保育ガイドライン

厨房食育委員会 保育ガイドライン

総合部会

人権委員会 保育ガイドライン

ガイドライン十旬或 玩具・遊具マニュアル

地域委員会 ひろば・地域支援

子育て。広報オンライン コドモンの移 、

事務オンライン 労務管理システム導入

① 令和4年度のすまいる委員会アレ イヾザー



の研修部と連携するなど、全国の優良園や研究者と幅広いネットワークを有している。

当アドアヽ
ヾ
イサ―ヾより国内外での特筆する保育実践や園見学や連携、法人の園内研修の際のオ胡町の

講師の紹介等、新卒保育士の採用等、幅広い支援をいただいている。

弾 士。子どもり議 3ア レミイザー・株式針 Interal Design Studio

イ嫁 井鋳 姓  (肺蹴 アレ イヾザー)

井上先生は子どもの発達のための環境整備の第一人者の一人である設計士仙田満先生の環境デ

ずイン研究所において長らく設計士として勤務を担当。

汐見稔幸先牛キ宰「ぐうたら村」理事、文科省の施設整備指針の策定等に関わるなど学術的な

研究も多く、全国の多くの園からの依頼により園庭、保育環境の改良整備を行つている。

法人各園の子どもたちの保育環境を整備するため、保育者 (保護者の方)と ともに、環境整備

のワークションプにおいてロフトやブランコ、すべり台等を制作するなど、園庭や保育室の保

識 を整えている。

開催日 研修内容

4月 14日 ミレレリーダ‐研修

5月 30日 板橋区私立保育園同行研修・環境調査

② 課 題

ルール 。マニュアル・チェックリスト等が確実回覆行される仕組み研  (コンプライアンス・プ

ログラム)を作成する必要がある。遵法精神を高め委員会での確認事項については「すまいる保

育ガイドライン」に反映していく。

委員会の開催が保育の体制に負荷を力ヽすぬよう、開催頻度、内容、会議時間等を検討する必要が

ある。

3)園舎・園庭の環境設定について

① 令和四年度 井瞬 アレミイザーによる園舎・園庭整備

ワ~クシヨンプの様子

f工_

督

4VI髯

子どもの安全に関する講義 完成した園庭遊具 用具の使い方

② 令和四年度 富山保育アレミイザーによる園内研修

開催日 開催錫羽庁 ワークショップ内容

5月 6日 =丁目すまいる保育園 玄関本棚、01歳歩Eロ フト制作

10月 21日 高階すまいる保育園 0歳児ウッドデッキ、 01歳児用ロフト

11月 10日 伊佐沼すまいる保育園 2歳児室内ロフト、園庭遊具

3月 8日 鶴ケ岡すまいる保育園 2歳児ロフト、2Fロ フト、園庭遊具



7月 14日 世田谷区私立保育園同行研修・環境調査

7月 15日 世田谷区私立保育園同行研修・環境調査

8月 19日 ミドル可

'‐

―ダー嘔Hレ

9月 16日 ミレレリーダエ研修

10月 28日 ミドルリーー
`ダ

ー電町彦

1月 20日 ミレレリーダエ研修 催mこ ども大学松浦先御朗切

2月 17日 ミドルリーー
`ダ

勒

3月 16日 ミドアレリーダ｀研修

研修内容 開催日時脇

ノラヾ フレネの会 フレネ教育の研究 5月 12日

フレネ教育実践研修 5月 21日 、 22日ノラくフレネの会

第一回合同研修 令和4年度の保育について 5月 28日

フレネ実践・汐蜘 6月 4日、 5日ノラ フヾレネの会

6月 17日中本岸剖謀先勤 保育ドキュメン冴―ション

研修会総括 6月 22日ノラ フヾレネの会

8月 27日中利舜堤鯵望智牙修 保育ドキュメンテーション

ノラ フヾレネの会 フレネ教育実践研修 2月 7日

2月 16日鈴荘撃 銑 生講演 埼玉県私立保育園連盟

本す上千秋先生講演 埼玉県ここねっと 2月 27日

③  保育環境ラボの取り組み
9月 9日 保育環境 。遊動 修 ・蒙鰐 擦

10月 26日 保辞 競 ・遊則 修 ・実陽 該

12月 26日 東洋大学高山静子先生 保育実習室訪問

1月 26日 保秘 競 ・遊具研修 。実陽 該

2月 22日 保辞 競 ・遊動 形 。実陽 鉄

3月 20日 保辞 競 ・遊財 修 。実陽 鉄

令和 3年度より、富山アレベイザーの発案の下、発達に適した保育玩具・環境を若手保育士を中心とした

自主勉強会「保育環境ラボ」がスタートし亀 清禁執注ゴ保育とおもちや」高山静子先生「保育環境の理論

と実践」をテキストに玩具・遊具、保育環境について学び、各園の保育環境を整備した。

本年度イコ稲生大学高山静子先生の保育実習室を訪問し、直接保育環境について学んだ。子どもたちの発達

支援につながる遊具・教具の選定が丁寧に行われていることを確認した。

4)法人の主な研修・勉強会等

第一回合同研修 令和4年度の準備 。課題の確認 5月 28日

第二回合同研修 体制発表 。本年の振り返り 2月 25日

第二回合同研修 佐佐木講師 マナエ研惨 3月 25日



パパフレネの会 フレネ教育実践研修 3月 14日

(他園見学)ひより保育園、 ドリーム保育園、阿久根めぐみこども園、わかな保育園
芦花の丘かたるば保育園、おおわだ保育園、風の丘めぐみ保育園、秋田チャイルド園

5)オンライン化lこついて

○ コドモン

保護者の登降園管理についてはアイパッドによる打亥1管理に変更、保育アプリ「コドモ判 を導入した。

その他、園内配蒲物をコドモン資料室に掲載することで、事務負荷の軽減とペーパーレス化を図つ亀

3歳未満児の保護者との間で日々 交換される連絡帳をオンラインに切り替えるため、2月～3月、試験運

用を行った。オンラインイ囲こより連絡帳の入違 。取違等による個人情報漏洩を防止することが出来る。

○ 」INJER
勤怠管理については、タイムレコーダーの試験運用を行つたが、変形時間労働制への対芯が難しく準プ(

には至らなかつ亀 就労者が160名を超え採用・異動・|口隣幸に伴う社会保険、剃 ,      な
ど人事・関連の業務が増加しており、労務管理ソフト」INJERの導入、年度末に行う、有期司昭契約を

同システムでオンライン更新し亀

O PXま いポータル

給与明細・源泉徴収票を紙面配布よリオンライン酉己信に切替、ペーパーレス、作業効率が向上し亀

O HP
板橋保育園準備室のHPを立ち上げ、広報を行っ亀

○ グーグルアンケートフォーム、スプレンドシ~卜の活用
帆誤差からのオンライン意見箱、保護者向アンケート、職員の就労意識調査、研修参加アンケート等

様々な場面でグーグルアンケートフォームを活用し亀

姉妹園間、園と本部のとの情報共有、合同の行事等にグーグルスプレッドシートを活用、進捗管理など

を行った。各園から各園から本部への問合を電話からスプレッドシートでの問合に切り替え、応答につ

いてFAQ化を図ることが出来亀

6)贈 離 について

本年度は法人監事監査 (6月 3日 )、 川呻      (7月 7日 高階すまいる保育園、伊佐沼すま
いる保育園)、 児童荀或協会 (7月 28日 となりのすまいる保育園)、 ふじみ野市 (12月 20日  と

なりのすまいる録育園)、 埼玉県 (11月 16日 法ノu哺凸昨ω、埼玉県 催緬監査 鶴ケ岡すまいる

保育園。三丁目すまいる保育園)が行われ亀

行政幣杏に先立ち、法人の内部幣杏を実施、順法意識を高めることが出きた (伊佐沼 6月 20日 、

高階6月 23日 、三丁目8月 23日、鶴ケ岡8月 24日 、9月 8日 )。

自治体等の監査について各施設とも特段の指摘はなく、社会福祉法人、認可保育園、企業主導型保育

園のルールに従い問題なく運営されていることが確認された。

自己評価ガイドラインを基に保鞠 甲こよる保育内容の評価、保育者の専門性や職員間の協イ動l生を高め

ていくための取り組み (保育者による保育内容の評価)を行つた。保育者自己評価チェックリストによ

り年間2回のチェンクを実施、法人すまいる委員会委員により「すまいる保育ガイドライン」の作成を

行つ亀



伊佐沼すまいる保育園 7月 7日 )|1越市 鱒 脚 し

高階すまいる保育園 7月 7日 サ|1越市 キ旨盛竜翡堅主整垂 薄卦摘 1件

となりのすまいる保育園 7月 28日 児童育成協会 立入調査 菊勢節子2件

12月 20日 ふじみ野市 立入調査 要望事項 1件

法ル輔 隧 11月 16日 埼玉県 鱒 文書指摘2件

鶴ケ岡すまいる保育園 3月 15日 埼球 罰 酪 指摘事項無し

=丁目すまいる保育園 3月 15日 埼玉県 罰 酪 指摘事項無し

自治体等、指導監査の状況

(2)モニターカメラの設置について

令和4年度は法人園全園の保育室にモニターカメラを設置した。モニターの設置により感染症対

策だけでなく、子どものけがやトラブルの状況把握、保育の改善など大きな効果が得られ亀

特に子どものけがやトラブルを保護者の方に説明する際、映像を確認し事実を伝える、場合によ

つては保護者の方にもモニターを確認していただくなど、保育園、保育に対する理解を深めること

が出来た。また年睡の見守り方の改善や閉じ込め防止への注意喚起など、映像を確認することで保

育を改善することが出来亀

(3)本部機能の充実について

事務委員会によリノ、事 。経理・総務について、園と本部との連携を深めた。園の事務担当者が本部

事務を体験するなど、相互交流を行い、双方の理解を深め亀 IW化縫 め、情報や行程管理を共有
することが出来た。

(4)その他

1)理事会

令不日4年 6月 3日

令不日4年 12月 17日

令和 5年 3月 25日

2)定期評議員会
令和 3年 6月 18日

以 上



1

令和 4年度 伊佐沼すまいる保育園 事業報告書

令和 4年度 総括

今年度は「自由な空間の中で主体的に関わる」「自然に触れる、自然を楽しむ、自然を感じる」「自分

を好きに、自分を大事に」という 3つを保育テーマとして取り組んだ。中でも、保育園の立地環境の特

徴でもある「自然を活かした保育」ということについては、保育内容、保育環境などでクラスごとに話

し合いを重ねながら深めていくことができた。

3歳以上児の保育として、春先から身近な生き物や植物を活かしたネイチャーゲームや色への関心か

ら植物での草木染めを継続的に取り入れた。たんぽぽや人参、ツツジ、たまねぎなど多くの植物を使つ

て布が染まる過程を楽しんでいた。それら一つ一つの活動を通じて、子どもたちの興味、関心が広がり、

更に探求心や好奇心といった心の発達が深まつていくことを感じた。これらの一連の活動について、ソ

ニー幼児教育支援プログラム、「科学する心を育てる」実践論文に応募し、奨励園という形で評価して

いただいた。論文を書くにあたり、保育者と何度も対話を重ねる機会をつくったことで、保育者自身の

子どもを観る目や視点などについて多くの気づきや学びを得ることができたと感じている。

国内の環境として、すべての室内と園庭、園舎裏に防犯カメラを設置した。防犯カメラを設置したこ

とで、子ども同士の トラブルや怪我などの際に明確な情報確認ができることが多くなり、保護者への連

絡やヒヤリハットの分析、保育者間の情報共有においても非常に有効であり、保育者の安心感にもつな

がつている。

また、園内のほとんどのエアコンを除菌機能がついたエアコンに取り換えた。今年度も新型コロナウ

イルス感染症やインフルエンザといった感染症が見られたが、園内やチデE具の消毒、換気などと合わせて、

安心して生活できる空間づくりを心掛けていきたい。

【ゾニー幼児教育支援プログラム、「科学する心を育てる」実践論文】

染物に挑戦する

子どもたち

【防犯カメラ】

保育室内の防犯

カメラ

子 どもたちの怪

我の状況などが

明確に確認でき

るようになつた
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【除菌機能付きエアコン】

除菌機能付きエアコン

音頭著説に加えて除菌も可能になった

11月 に環境整備のワークショップを行つた。ワークショップを迎えるにあたつてロフトなどの新しい

環境を創るという事よりも、今まで作ってきたロフトなどの見直しを中心に行つた。環境整備を始めて

数年にわたリロフトなどを創つてきたが、改めて職員同士で 「ロフトで遊べているのだろうか」「私た

ちはどのような願いを持って環境を創っているのだろうか」といったことを中心に話し合いを行った。

話し合いを重ねていくことで、保育者一人一人のロフトに対する思いや子どもたちの姿の共有、そして

環境については「こうしたい」という共通認識を持つことができた。更に、昨年度より保護者の参加も

呼び掛けてきたが、今年度は 4家庭、6名 の保護者に参加が見られた。

ワークショップでは、にこにこ組、わくわく組の既存のロフトに壁を作ることで、より「お家Jの よ

うなイメージを持ちながらごつこ遊びが楽しめるようおままごとスペースとした。また、園庭の土台に

ついては、難易度を高めると共にゆつくりとくつろげる場所となるよう 2面に板を貼り周りの目から見

えにくいスペースとしてみた。話し合いを重ねてきたことで職員の想いが明確となり、アドバイザーの

井上先生に自分たちの意見として積極的に相談を持ち掛けながら取り組むことができた。

保護者の中には昨年度から参加してくださっているご夫婦に加え、DIY好 きの方や子どもたちのため

にできることがあればとお休みをとつてくださつた方など多くの方にご参加いただいた。一緒にワーク

ショップに参加 してもらえることで、ロフトなどの環境が必要な意味や高さ設定などどのような考え方

で作られているのかといつたことをお話ししながらできたことで、想いを共有することができたと感 じ

ている。ワークショップに参加してくれた保護者の感想には、「今後も継続して参加したい」「もつと仲

間に呼びかけてみます」といつたものがあり、今後も保護者とともにより良い園づくりに取り組んでい

きたいと思つている。

【園庭環境束_え備例】

ワークショップの様子

保護者の方と一緒に環境を創ります

こ＼



2口 児童利用状況

月別利用児童受託状況

延長保育利用状況(延べ人数)

3.保育国開所時間

4E職員

3月 1日時点での在籍内訳

職員在籍状況(人 )

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

0歳児 1 2 2 5 7 7 7 9 9 10 10 10

1歳児 14 16 14 15 17 16 14 13 13 13 13 12

2歳児 14 14 14 13 13 13 13 13 13 12 12 12

3歳児 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6

4歳児 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10

5歳児 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

利用総人数 29 34 39 33 15 22 28 21 30 32 28 30

保育標準時間 保育短時間 備考

早朝延長 7:00⌒彰8:00

最大 H時間

有 料

通常録育 8:00′ 彰`16:00 最大 8時間

夕方延長 16:00′ V`18:00

有 料
有料延長 18:00-19:00 有 料 土曜 日は無 し

首勤職員 7人 保育士 7人 看護師 0人 栄養士 1人 支援
センター

0人

パー ト職員 23ノ、 保育士 10人 看護師 2人 栄養士 2人 支援
センター

2人

調理員 1人 嘱託医 2人

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 H月 12月 1月 2月 3月 合計

在籍総数 30 30 30 29 30 30 32 33 34 34 34 35 381

うち施設長 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 12

うち保育士正規 9 9 9 8 8 7 8 8 8 8 7 7 96

うち保育士パー ト 9 9 10 10 10 10 10 9 9 9 9 10 114

うち看護師 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2 2 18

うち調理員 3 3 3 3 3 3 3 4 4 4 4 4 41



うち用務 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

うち子育て支援 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 24

うち産体育体 1 1 0 0 0 0 0 1 1 1 2 2 9

うち保育補助 4 4 4 4 5 6 6 6 7 7 7 7 67

5日 運営報告

(1)開催した施設内会議

(2)各種ワーキングチームを設置し、職員主体での運営

6.保育・処遇

(1)保育口保護者面接および発達相談口園児の保護者への支援および意見要望への対応

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

全体会議 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

わくわく会 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

に こに こ会 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

研修 WT 職員の資質向上に向けて組織的、かつ体系的な研修計画に基づいて進める

安全 WT 園内外の環境整備および保全、安全・防災に関する意識の強化、子どもと保護者への情報発信

と学び合いに務める

食育 WT 健康な生活の基本としての「食を通した命の営みJの育成に向け、その基礎を培えるよう、食
育計画の作成や食育環境、栄養管理などに取り組む

保育と給食の一体化を目指して、栄養士、調理員、保育者が連携する

地域 WT 地域ともに育ちあえる保育を目指して、地域との交流を深める

保育 WT 保育部会の内容を委員会メンバーで共有し、保育内容や環境に活かす

虹グループの移行について、連■ヵを取り合 う

保育

・保育者と保育内容や環境について共有し、適宜、悩みや戸惑いに寄り添う

よう努めた。特に環境についてはプロジェクトチームを立ち上げ、職員間の

対話を重ねながら子どもにとつてより良い環境とは何かなど考え、想いを形

にするよう心がけた。
・職員とは定期的に個別面談を行った。

保護者面談および発達相談

。現在の子どもの状況を共有することで、双方の理解を深めながら子どもヘ

のかかわりや環境について考える場を設けた。また、保護者・保護者の悩

み等は、適宜個別面談を行い、子育ての不安を解消した。

園児の保護者への支援およ

び意見要望への対応

。日々の連絡帳や口頭による要望、ご意見箱に投函された書面、保護者会役

員からの質問等にはその都度対応した。連絡帳などに書ききれない内容は

直接やりとりする場を設けた。
・子どもの育ちの共有や個別の意見に対する対応として、個別面談を数回行

う機会があった。保護者の方からすると、直接やり取りすることで納得で

きる内容が多く、やはリーつ一つ丁寧に伝えていく必要があると感じた。



(2)年 間行事の振り返り
・今年度の行事は、新型コロナウイルス感染症の感染状況を鑑み、併せて保護者の方のご意向

をアンケー トにて伺いながら検討した。その結果、夕涼み会や親子触れ遊び会、ウィンターフ

ェスタのいずれの行事も規模を縮小して行 うこととなった。保護者のご意見の中には、「感染症

は心配だけど、できる限り参力日したい」「どのような形でも良いので開催 してほしい」といつた

ものが多く、少 しでも子どもたちの保育園での姿や成長を感 じることのできる場を求めている

ことが分かった。今年度は、夕涼み会を 2歳児以上、親子ふれあい遊び会とウィンターフェスタ

は 3歳児以上の行事とした。

コロナ禍となり、地域の方を招待 したリー緒に楽しむ場を持つことができていなかつたが、

夕涼み会を検討 している際に地域のお祭 りで太鼓を叩いている方がいることを知り、行事の中

で太鼓を叩いてもらえることとなった。盆踊 りの際に、本物の大きな太鼓や鈴などを使つてリ

ズムを取つてもらえたことで一気にお祭りの雰囲気が高まり非常に良い行事となった。

ウィンターフェスタでは、保護者の方にダンスやピアノ演奏、歌などを披露してもらうこと

ができた。また、サンタ役も多くの保護者の方が引き受けてくださり、プレゼントのやり取り

をしてもらうことができた。それにより、より行事の中での保育者と保護者、子どもたちとの

一体感が高まり、一緒に楽しむことができたと感じている。このような積み重ねが、園理解や

信頼関係を深めていくことに繋がつており、保護者と共に行事を作り上げていくことの大切さ

を感じた。

・園外保育に関しては、星、宙グループが「けやの森学園」や「今昔村Jに行くことができた。 (今

昔村は雨天の為、となりのすまいる保育園との交流に変更)コ ロナ禍となり、このような園外保育の

機会が少なくなつているが、少しずつ近隣の公共施設を利用するなど、保育園以外の社会とつながる

経験をたくさん作っていきたいと思う。

けやの森での遠足にて

(3)給 食 E食育運営状況
・個々の発達や生活リズム等に合わせて、和やかに食事が出来るよう、個々の気持ちを尊重した関わ

りを心がけ、一人ひとりのペースに合わせて食事が摂れるようにしている。

・新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、一方向を向いて 1テーブル 2名で食事を摂るようにした。

また、クッキング活動も感染状況を考慮して中止や延期の判断をしながら、直接手で触れないような

食育活動で代替えをした。 (野菜の皮をむく、洗 う、切る等)



・3色食品群についての活動を新たに取り入れた。食材マグネット、3色食品群ボー ドを作成し、年

長児のお当番活動で、翌日の献立に使用される食材を自分たちで色分けし、貼 り付ける活動を取り入

れた。子どもたち同士で、「この食材は体にどんな良い働きをしてくれるのか」「この食材は何の食材

から作られているのか」など考えられるようになつた。

・今年度は食育活動に SDG sに 関する活動を積極的に取り入れてきた。具体的には、園庭の一角にコ

ンポス トを設置し、ごみの削減を目指した。年長組のお当番活動で給食の下処理段階で出る野菜くず

をコンポス トヘ連ぶ取り組みや、3歳以上児クラスの子どもたちで残食量の計測を行い日々の増減を

見ることで、自分が完食できる適正量を意識して配膳を行 うことを意識するようになつた。また、図

書館でゴミの行方についての本を借 り、読んでいくうちに給食 (生 ごみ)を残 したら海がなくなる

(埋め立てられる)と いうことを知つた子どもたちは、さらに適正量を意識するようになっていつた。

ゴミの量は、1回に 10キ ロ以上の削減となつており、月の量に換算すると 100 kg以 上の削減に繁がつ

ていることがわかった。 (下記の表を参照)子 どもたちと共に今後も継続して取り組んでいく必要が

あると感じている。

【令和 4年度 ごみの量の推移 2月 末まで (kg)】
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コンポス トのお当番活動 三色食品群のお話

(4)保健に関する実施結果

4月  5月  6月  7月  8月  9月  10月  二 月  12月  1月  2月

不燃

「爺

イ
メ
イ

園児健康診断 年 2回実施 (6月 3日 ・H月 18日 )
歯科検診 年 1回実施 (6月 22日 )

保健だより 毎月児童数配布

職員健康診断 年 1回

職員検便 年度内 :全職員 毎月 :0歳児担当・厨房担当者実施

流行した感染症

突発性発疹・プール熱・ヘルパンギーす (いずれも単発での感染で集団感

染には至らず)手足口病 (26名 )・ インフルエンザ (16名 )(感染力が強く
感染者は多いが、短期間での終虐、をする)新型コロナ感染症 (主に家族か
らの感染)

その他、保健に関する取組

5月 29日 、6月 12日 に普通救命救急講習受講

8月 12日 、15日 と3月 30日 、31日 に厨房設備の害虫駆除実施

希望する職員にインフルエンザの予防接種



実施日 剖1練内容 消防署立会 消防署届出 その他

4月 15日 (金 ) 避難・初期消火 征 征

5月 13日 (金 ) 避難・初期消火 征 征

6月 15日 (水 ) 避難・初期消火 征 征

7月 15日 (金 ) 避難・初期消火 征 征

7月 25日 (月 ) 避難 征 征
ヽ

水害訓練

8月 18日 (本 ) 避難・初期消火 征 征

9月 15日 (本 ) 避難・初期消火 征 在[

10月 14日  催儀)
避難 。初期消火・通報

広域避難場所避難
有 有

通報訓練

水消火器訓練

引き取り訓練

■ 月 28日 (月 ) 避難・初期消火 征 征

12月 15日 (木 ) 避難・初期消火 征 征

1月 16日 (月 ) 避難・初期消火 征 征

2月 13日 (月 ) 避難・初期消火 征 征
小

3月 22日 (水 ) 避難・初期消火 征 征 水害訓練

(5)安全対策
1.避難訓練等実施状況

2.非常災害備品の設置
口 賞味期限を確認して、非常食の入れ替えを行い、備蓄用品を点検した。
口 新たに台車 2台、アルファー米炊き出しセット (50食 )、 衛易 トイレを購入。
日 水害訓練 :7月 25日 (月 )

3.侵入者、不審者訓練 日水害訓練
H 5月 27日 (金)園内にて不審者対応訓練を実施する。 (警察指導あり)

・ 9月 22日 (水)国内にて不審者対応訓練を実施する。

*お散歩先での不審者訓練を行う。警察の協力だけでなく、川越運動公園の事務所とも連携を取り、

合同訓練として行った。今回川越運動公園の事務所と連携を取つたことで、訓練時だけでなく通常の

お散歩のときも事前に連絡を入れることで、子どもの見守り体制を作ってもらえることや緊急時にす

ぐに連携を取れるという事になり、地域との連携の大切さを感じた。

4.実施した環境整備の状況
・ 園庭の日よけ用に遮光ネットを設置し、風邪や雨など天候に合わせて適宜取り外しながら対

応した。

・ 熱中症に関しては、基本的には指数を参考に対応した。以前は指数の高いときであつても、

計測する保育者の感覚によつて差異が見られていたという課題があつたため、統一すること

で対応の統一を図つた。



5,国外保育での緊急時シュミレーション(散歩の日)
日 12月 28日 (水)わくわく組 園内にて不審者が来た時の合言葉で集まる
日 1月 31日 (火)に こにこ組 嘔吐対応シュミレーション
ロ 2月 2日 (木)わ くわく組 不審者対応シュミレーション
H 2月 28日 (火)わ くわく組 天候不良対応シュミレーション
ロ 2月 28日 (火)に こにこ組 怪我発生対応シュミレーション

※来年度、年間で計画を組み毎月訓練として行 う予定。

(6)地域との関わり
ア 子育て支援
。 今年度も新型コロナウイルス感染症の影響により、地域行事への参加や近隣の方を園内の行

事にお誘いする機会は少なかつた。その中で、夕涼み会の際に地域の太鼓を叩いている方と

出会い、行事にて実際に叩いてもらうことができた。お祭 りの雰囲気も高まり、非常に楽し

い行事となつたと思う。

・ つどいの広場に遊びに来てくれた方に関しては、園庭遊びや焼き芋など可能な範囲でかかわ

りを楽しんでもらつた。

・ つどいの広場に関しては、新たに誕生会や手形アー トの日、お花の口を近隣散歩にするなど

新しいイベントも作りながらより多くの方に遊びに来てもらえるよう工夫した。また、制作

の日は予約組数が多く人気のイベントとなっていたため、月に 2回の開催とし多くの利用者

の方に参加してもらえるよう工夫した。

・ 園だよりを地域の回覧と一緒に配布させていただいているが、今年度は自治会長様との連携

により、新たに 2つの地区 (ニノ関地区、宿地区)に も回覧できることとなり、より多くの

方に園だよりを見ていただくことができた。

7.危機管理

法人として散歩時の見直しがあり、改めてお散歩マップの作成を行つた。実際に公園を回つ

てみることで、以前の作成時にはなかったものや危険個所が変わつている箇所が数か所見ら

れた。少なからず毎年年度初めには実際に歩いて確認してみることの大切さを感じた。人数

確認においては、子どもの人数から一人一人 「人」の確認を行 うこととした。前日の散歩計

画の確認、碧日の出発前、散歩先の到着時、帰園前、帰園後に人の確認を管理職と共に行 う

ことで、より明確に確認が取れるようになった。また、体制等無理がある場合は散歩を取り

やめるなど安心、安全を第一に考えるようにした。確認を始めた当初は時間がかかつてしま

うことがあり子どもを待たせてしまう時間も多くなつてしまったが、少しずつ慣れてきたこ

とで確認がスムーズになってきた。今後も慣れが「慣れあい」とならないよう、子どもの安

全をきちんと確保 していきたい。



防犯カメラの活用により、子どもの怪我についてほとんどのケースにおいて状況確認が取れ

るようになった。状況が把握できるようになったことで、怪我の対処に加えて保護者の方に

具体的にお伝えできるようになり、安心感にもつながつていると感じる。

気づきノー トがきちんと共有されていなかった為、職員のワークスペースに置いてあるパー

テーションに付箋で貼り付けることで、より目にしやすいよう工夫した。それにより、日常

のちょっとした気づきが共有されやすくなったと感 じる。

園児の怪我については、マニュアルで決められている通り救急オンラインの活用などにより

病院受診等の判断が明確になった。

毎月の避難訓練では、計画通りに実施するだけでなく訓練の際に出た反省を踏まえて翌月の

訓練に繋げられるよう安全 WTでの話し合いを行つた。避難訓練の中の PDCAサイクルが回る

ようになつたことで、保育者間の連携などが高まつたように感じる。地震や火事の訓練だけ

でなく、水害訓練、防犯訓練も合わせて計画的に行 うことで、職員の動きが明確になってき

た。このような訓練については、きちんとした積み重ねが大切だと感じる。また、大規模災

害計画も整備 した。書面としては整備されたが、職員の体制づくり、動きなど計画に重ね合

わせながら見直していくことが必要となってくる。



1日 職員研修(国内研修 )

【令和4年度 内部研修実績】

実施日 研修内容 参加人数

5月  14日

・アレルギー

・SIDS

・散歩マニュアル

・熱中症
・個人情報
・誤飲誤囃
・虐待について
。散歩時の対応
,消毒について
。ヒヤリハットについて

・不審者訓練について

18名

5月  28日

☆合同園内研修

・休みの取り方について (有給申請、出席簿など)
・食事、排せつ、着脱介助について

・子どもの見方 (キラキラシー ト)
・手話講座

・環境設定のポイント

13名

6月  4日 ・普通救命講習
13名

6月  H日 。普通救命講習
15名

8月  27日
☆保育の深さを感じ、保育を振 り返ろう

野中こども園 中村章啓先生 H名

10月  1日

・緊急時の対応について
。人権のセルフチェック

・虐待について

・給食についての確認状況について
。にこにこ会、わくわく会

14名

11月 26日

☆合同園内研修

・散歩マップの作成
・コミュニケーション能力向上ワーク

フィリップス美穂先生

・保育実践研修報告
・保育の安心、安全の再確認

15名

12月 17日
・虐待について

保護者 (小林さん)Z00Mにて参加
15名

12月 25日 。大掃除
18名

2月  25日

★合同園内研修
。研修報告 (神戸まや保育園
・掛札先生の深刻事故の責任
・事例検討
・ヒヤリハットについてのグループワーク

・かかわる保育とは
,研修報告 (東洋大学高山先生研究室、園内研修コーディネーター

・令和 5年度の計画類作成

15名

3月  25日
・新年度準備
・大掃除

18名



令和4年度 三丁目すまいる保育園 事業報告書

1日 令和4年度 総括

今年度は生活の中に絵本 。わらべ歌を取り入れた保育に努めました。

絵本はいままで通り月間絵本を通し家庭とつながりを持っていきました。また、5月 の DIYにて玄関エ

ン トランスに絵本棚を設置したことで、お帰りの際親子での絵本の読み聞かせの時間をとる姿が多く見

られたり、貸出を利用される保護者の方も増えました。

5月 の DIYでは、にこにこ。わくわくに新しいロフトが設置されました。 1階のにこにこの保育室は合

同保育でも使用されるため、 2歳児にとつても楽しい空間になりました。園庭がない分体づくりに苦戦

していましたが、ロフトの下をはいはいで通り抜けたり、滑り台を上ったり下りたりと全身を使つた動

き。頭を使つて正夫する姿。やってみたいと思う気持ちの成長が日常から体験できる環境になりました。

6月 からの暑い時期は、室内で過ごす日々が続き、感触の違 う素材を感じる遊びやカブ ト虫・クワガタの

生き物とも触れ合う時間となりました。

わらべ歌は毎月曲を決め、保護者・職員。地域の方に向けて YouTubeを配信しました。

クラスの担任が行うことで、子どもも覚えて歌う姿も出てきました。わらべ歌を通し、体と心の安定にも

なりましたし、異年齢との交流にもなりました。

保護者参加の行事は昨年度同様ではありましたが、少しずつ参加型になりつつあり、懇談会は対面式で

行 うことができ、多くの方と時間を過ごすことができました。

行事を通して子どもたちに豊かな経験ができる計画を立て、となりの幼児とも交流が増えていきました。

保育の他では、つながる相談窓口や衣類バンク・フー ドドライなど地域の活動にも貢献している。

誘

∬

打



2日 児童利用状況

月別利用児童受託状況

延長保育利用状況(延べ人数)

3日 保育国開所時間

4.職員

3月 1日時点での在籍内訳

5口 運営報告

(1) 開催した施設内会議

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

0歳児 10 10 9 12 15 15 15 15 15 15 15 15

1歳児 24 24 24 24 24 23 24 24 24 24 24 24

2賀財尼 23 24 23 24 24 24 24 24 24 24 24 24

4月 5月 6月 7月 3月 9月 10月 11月 12月 二月 2月 3月

利用総人数 59 55 65 72 51 72 88 91 94 83 78

保育標準時間 保育短時間 備考

早朝延長 7:00-8:00

最大 11時間

有 料

通常保育 8:00′ ヤ`16:00 最大 8時間

夕方延長 16100-18:00

有 料

有料延長 18:00′
‐彰19:00 有 料 土曜日は無し

常動職員 人 保育士 8人 看護師 1人 栄養士 1人 事務 1人

パー ト職員 人 保育士 17人 看護師 3人 栄養士 1人 事務 6人

調理員 2人 嘱託医 2人

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

全体会議 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

わくわく会 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

にこにこ会 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

リーダー会 1 2 2 2 0 2 2 2 2 1 0 0

フリー会 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0



研修 WT 職員の資質向上に向けて組織的、かつ体系的な研修計画に基づいて進める

安全 WT 園内外の環境整備および保全、安全・防災に関する意識の強化、子どもと保護者への情報発

信と学び合いに務める

食育 WT 健康な生活の基本としての「食を営む力Jの育成に向け、その基礎を培えるよう、食育計画

の作成や食育環境、栄養管理などに取り組む

保育 lTT 活動が豊かに展開されるように、書類の作成、CCWの活用、研修を受けて環境の見直しなど

を行う。

(2) 各種ワーキングチームを設置し、職員主体での運営

6に 保育・処遇

(1)保育B保護者面接および発達相談・園児の保護者への支援および意見要望への対応

(2)年 間行事の振り返り
保護者参加の行事は昨年度同様ではありましたが、少しずつ参加型になりつつあり、懇談会は対面式で

行 うことができ、多くの方と時間を過ごすことができました。

8月 の夕涼み会では絵具遊びから色に興味を持ち泡遊びから染物に挑戦しまし

た。Tシャツに玉ねぎ染めをして法被として着て楽しみまた、保護者会が作成

して頂いた、おみこしを担いでお部屋を回つたりと、お祭 り気分を味わうこと

が出来ました。

親子参加ではなかつたのですが、一週間を通して絵本を読んだり、制作を

行つたりと友だちや保育者と季節を感 じられる行事を体験できたと思います。

行事を通して子どもたちに豊かな経験ができ、となりの幼児とも交流が増えて

いきました。

給食 日食育運営状況

食育活動では、毎月様々な形で 2歳児を中心に、食材に触れてきました。月々の旬の食材を意識し、皮むき

や、洗浄などで本物の食材に触れることで、匂いや感触を感じることが出来た。0歳児であっても、その時の

表情や給食に出てきた時の反応があり触れることの大切さが感じられた。また、子どもたちの意見を聞き、野

菜を育てていきました。食べ物ができる過程を体験し、食に対する興味が増したと感じられる。

保育 。日中の保育だけでなく遅番のヘルプなど、積極的に子どもの中に入ること

で、子どもたちの様子から見えるエピソー ドなどを共有し、環境整備などの

相談に乗れるよう努めた。

・職員とは自己評価を基に定期的に個別面談を行った。

保護者面談および発達相談 ・保育参加の際、保護者との面談を行い、保育園での生活の様子や、発達に

ついて共有した。

。子ども発達支援巡回事業を利用し、発育発達に不安のあるお子様の様子を

見てもらい、助言を頂く。

園児の保護者への支援およ

び意見要望への対応

・特に保護者からのご意見を頂くことがなかつたため、面談等は行っていな

い 。



また、食事中の子どもたちの様子をしつかり見守るために、「食事中の心がけ」を見ながら食事の介助、見

守りを行つている。見守り方を共有することで、姿勢や足の位置、を意識することができ、誤飲防止、事故防

止、に繋がつている。

今年度から、個々の食事の様子を把握する書類を作成し、保護者と共有している。

(3)保健に関する実施結果

(4)安全対策
ア 防災対策

1.避難訓練等実施状況

園児健康診断 6月 14日 と 10月 25日 の 2回実施

歯科検診 6月 8日 の 1回実施

保健だより 毎月家庭数配布

安全ニュース 年 3回家庭数配布

職員健康診断 年 1回

職員検便 毎月、乳児担当、厨房担当実施

流行した感染症 ・1月 にインフルエンザに 名感染した。
。その他は、胃腸炎など季節ごとに感染する子どもは見られたが、多くの感

染者は見られなかつた。

・新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、国の指針に基づき対応をす

る。

その他、保険に関する取組 6月 11日 ・6月 18日 ・7月 2日 ・7月 9日 ・7月 16口

普通救命救急講習受講

8月 14日 、15日 と3月 30日 、31日 に厨房設備の害虫駆除実施

希望する職員にインフルエンザの予防接種

実施 日 訊1練内容 消防署立会 消防署屈出 その他

4月 15日 (金 ) 地震・火災・消火 征 空[

5月 13日 (金 ) 地震・火災・消火 征 征

6月 15日 (水 ) 地震・火災・消火・通報 征 有 水消火器ツ1練

7月 14日 (木 ) 地震・火災・消火 1ほと 征

8月 18日 (火 ) 地震・火災・消火 征 有

9月 15日 (本 ) 地震・火災・消火 征 征

10月 14日  亀笠) 地震・火災 。消火・通報 征 有 水消火器訓練

■ 月 15日 (火 ) 地震・火災 ,消火 征 征

12月 15日 (火 ) 地震・火災・消火 鉦 征

1月 16日 (月 ) 地震・火災・消火 空[ 征

2月 1日 (水 ) 地震・火災・消火 奎[ 4と

3月 13日 (月 ) 地震・火災 。消火 征 41と



2.非常災害備品の設置
アルファ米 15キ ロ・白がゆ・保存水 2ジ ットル 12本・防炎ノーパンク散歩車

・災害用ライトを新たに購入

簡単湯沸かし器の交換。

3.侵入者、不審者訓練
・11月 7日 に東入間警察署立ち合いによる防犯指導を受ける

玄関の施錠時間の徹底

園周りの確認・各保育室の動線確認を行う

不審者がいたら防犯カメラに不審者が映るように誘導

ほうき。モップ・催涙スプレー・警棒・熱湯等十分に対応できるもののあり場所の記載をしておく

4.実施した環境整備の状況
・5月 の DIYでは、にこにこ。わくわくに新しいロフトが設置されました。 1階のにこにこの保育室

は合同保育でも使用されるため、 2歳児にとつても楽しい空間になりました。園庭がない分体づくりに

苦戦していましたが、ロフトの下をはいはいで通り抜けたり、滑り台を上ったり下りたりと全身を使つ

た動き 。頭を使って正夫する姿・やってみたいと思う気持ちの成長が日常から体験できる環境になりま

した。わくわく組の環境が、よリー層子ども自らが環境に働きかける教具をそろえるために、1級建築士

(保育環境学会会員)の専門家の指導により、それぞれ登る高さが異なる二つのロフトを作り、子どもの

やつてみたくなる環境を整えました。

・8月 には 2階わくわくのお部屋に水槽を設置しました。生き物を通して自身の感じた思いを言葉にしながら

毎日観察する姿も見られています。

・玄関に絵本棚を設置したことで、お迎え時親子で絵本を手に取り読み聞かせをしている姿も見られ、穏やか

な時間となっていました。

(5)地 域との関わり
市、自治会への参加

・毎月第一日曜日に複数名の保育士で地域清掃・ラジオ体操に参加

公益的な取 り組み

「つながる相談窓口」開設  ステンカ~、 のぼりの設置

保育年間計画の可視化  可視化 して保護者に掲示

「衣類バンク」

7日 危機管理

。毎月ヒヤリハットの分析を行 う。リスクの高い事例に関しては、具体的な対策などを話し合って

次の事故防止に努めた。



・他園で起きた事故事例を安全委員会で確認し、注意喚起を行 うとともに、自分での対応などを

話し合つた。

・誤飲事故を防ぐために、「食事中の心掛け」を共有し、食事の見守り方を徹底した。

・ 10月 28日 の散歩時の置き去り事故を踏まえ、人数確認から人間確認を場面の切 り替え時間

帯に応 じて行 う。

・散歩時はビブスを借用し、地域の方から散歩中であることを視覚で知らせ、横断旗を持つことで

車・バイクから横断することを知れせている。

・発達に合つた公園を再度確認 し、公園内の危険個所や通路の交通量や危険個所をしおりにまと

め職員で周知した。

・保育室にロフトが増えたことで、ロフトの遊び方を職員間で話し合つた。

8日 職員研修(国内研修)

【令和4年度 内部研修実績】
実施 日 研修内容 参加人数

5月 14日 安全について 合同園内研修 24名

5月 21日 暮 らしの日vol.1(三丁目) 19名

5月 28日
合同園内研修 (通達、委員会発表 。Zoomに て)、 すまいる保育園 10の コツ、自己評価の気付き、

グループディスカッション
15名

6月 4日 普通救命救急 8名

6月 18日 暮 らしの日vol.2(と なり) 17名

7月 2日
普通救命救急 4名

暮らしの日vol.3(玩具の整理) 14名

7月 9日 普通救命講習 4名

8月 6日 監査書類準備 8名

8月 27日 野中こども園の保育について (中村先生) 14名

10月 1日 令和 5年度入所希望保護者説明会と安全について「私たちに何ができるか」 9名

10月 8日 I.Uさ んの救急搬送について 10名

10月 29日 散歩先での事故について 15名

11月 5日 暮らしの日vol,4(わ くわく保育室の環境 ) 10名

11月 12日 緊急保護者説明会 7名

H月 26日 合同園内研修 (お散歩マニュアル、散歩マップ作成、「みんなちがってみんなイイ」) 19名

12月 17日 園内研修 (環境設定、学びの時間) 16名

12月 24日 大掃除 20名

2月 25日 合同国内研修 28名

3月 25日

9日 外部研修



10.【令和4年度 外部研修実績】
実施日 研修名及び講師 研修内容 会場 参加人数

4/27 コドモンカレッジ
信頼される保育者になるためには

～保護者とのコミュニケーション～
Zoom 3名

5/12 コドモンカレッジ
多様な子どもの発達支援

～環境構成の工夫～
Zoom 1名

5/18 コドモンカレッジ
ミドルリーダーの役割とは?

～プレイヤーからリーダーヘ～
Zoom 1名

5/24 コドモンカレッジ

「保育 ドキュメンテーション」を活用した

園の保育の質の向上 子どもの主体の保育

の実現

Zoom 2名

5/27 コドモンカレッジ
絵本から広がる遊びの世界

～絵本を用いた保育活動を紹介～
Zoom 2名

6/4 パパ・フレネの会 汐見
稔幸先生

子 どもと先生と保護者が関わ りながら

一緒につくる生活 それが楽しい保育

に !

1名

6/10
コドモンカレッジ もつと知りたい !

食物アレルギーとその対応

Zoom
5名

6/16
コドモンカレッジ 選ばれる園から無くてはならない園ヘ

園長に求められる4つのマネジメン ト

Zoom
1名

6/28
コドモンカレッジ 夏季の活動の安全管理

～事例から学ぶ安全な環境作り～

Zoom
1名

6/29
埼玉県私立保育連盟 2歳児の多面的な子どもの理解

～イヤイヤ期とブラブラ期～

Zoorn
1名

6/30

ポピンズ 保育所保育指針及び幼保連携型認定こ

ども園

教育・保育要領等に基づく保育

Zoom

1名

6/30

ポピンズ 保育所等における新型コロナウイルス

感染症

対策について

Z00M

1名

7/21 ポピンズ 保育所等における児童虐待の防止 Z00M 1名

7/21 ポピンズ 若手保育士とのコミュニケーション Z00M 1名

7/27
コドモンカレッジ 保育所における自己評価ガイ ドライン

ハンドブックから学ぶ具体的な事例

Zoom
1名

8/9 ポピンズ 配慮が必要な子どもの理解と支援 Zoom 1名

8/9

ポピンズ 遊びの技術

～パネルシアター・手遊び・読み聞か

せほか～

Zoom

1名



10/3 ポピンズ 保育所等による地域の子育て支援 Zoom と名

10/3 ポピンズ 多文化共生を拓く保育 Zoorn 1名

10/25

10/26

埼玉県 防火管理責任者研修 入間東部地区事

務組合消防本部
1名

1 1 / 1 8
埼玉県 衛生推進者 入間市産業文化

センター
1名

12/5 ポピンズ 安全の確保 とリスクマネジメン ト Zoorn 1名

12/5
ポピンズ 保護者とのコミュニケーション・相談

援助

Zoorn
1名

12/23
山縣文治先生 緊急セ ミナー 子 どもの権利・主体と

しての子 ども～不適切な保育を防ぐた

めに～

1名

/25 ポピンズ 医療的ケア児の理解と対応 Zoorn 1名

11/9 ふじみ野市子育て支援拠

点連絡会

心に寄り添う保護者支援とは
2名

10/8
埼玉医科大学小児科 子 どもたちのアレルギー疾患 1名

6/4 けあの森学園 子どもと保護者が関わりながら一緒に

つくる生活
l名

8/16 BCPオンライン 3名

8/27 野中こども園の保育について 1名

2023/2/10 保育と教育の価値とジスク、深刻事故

予防
Z00M 2名

11/10

2023/2/21

ミドルリーダーの役割
1名

9/5、

2023/1/19

2023/2/3

2022ペアレントメンター

による発達障害オンライ

ン講座

障がいを持つ子どもを育てた親から、

自身の経験をふまえて支援の仕方や方

法を学ぶ

Z00M 1名

5/166/13

7/11

もつとしりたい 0.■ 2歳

時の保育

新年度の受け入れ、保護者との関わり、遊

びなど
Z00M 1名

【令和4年度 キャリアアップ研修実績報告書】
実施 日 研修内容 研修場所 参加人数

2/3.4 1/21.26

12/3 5
食育・アレルギー対応 Zoom 5名

9/22.29 8/5,9 10

8/9,16 9/8.10

9/22.29  1/19,24

保健衛生・安全対策 Zooln 7名



9/6、  7  9/3、  6

1/25, 26
乳児保育 Zoom 3名

8/27、  29  8/30、

31  1/23, 28
保護者支援 。子育て支援 Zoom 5名

8/1, 8  9/16、  20

10/7, 8  9/12、  13
マネジメント Zoom 4名

8/25、  29  1/30,

31
幼児 Zoom 2名

8/17、  18  9/13,

14  9/9、  16

8/12、  13  1/14、

21  1/20、  27

12/16、  19

障害児 Zoom 8名

11ェ苦情解決のうち報告すべき事項

・ご意見箱や口頭、連絡帳・コドモンアプリ等で寄せれられたすべての意見、要望、苦情については、原則「苦

情対応体制」に従い個別に対応していく。

・令和 5年 2月 1日 より、「オンラインご意見箱Jの URLを保護者にコドモンで配信し、意見が出やすくなる

事で大きなクレームになる前にお伺いすることができるようになつた。

・ケースに応じて、法人本部に報告、相談、指示を仰ぎながら対応していく。



2022年度 鶴ケ岡すまいる保育園 事業報告書
l.2022年度 総括

今年度も新型コロナウイルス感染症の感染拡大は続き、感染状況に左右される一年となった。保育園では、園

児、職員の感染も確認されたが、休園等保育への影響が出ることはなく、通常保育を継続することができた。

行事についても、コロナ渦で制「Fくを設けつつも、少しずつ通常に戻すことを考え、開催した。その時期の感染状

況や、保護者にアンケートを実施して意見を取り入れながら、「夕涼み会」は「夕涼みウイーク」での開催、年長児

のみだが、小学校の体育館をかりての「親子.S、れあいフエス」の実施、三歳以上児を対象とした、保護者を交えて

の「ウインターフエスタ」を開催することができた。地域の行事では、3年連続で「大井祭り」「七夕まつり」が中止

になったものの、コミュニティーセンターの「梅まつり」は開催され、わくわく組の子どもたちの作品を展示すること

ができた。地域との関りも少しずつ再開。「ハロウィーン」は 3年ぶりに、地域の方に協力をして頂いて行ったり、コ

ミュニテイセンターで行われている、お年寄りの集まりに年長児が参カロ、お年寄りとの交流も行うことができた。子

どもたちと地域社会との関りは、地域の活性化にもつながると感じている。

梅まつりに出品したわくわく組の作品 (お習字・LQ) |ハロウイーンで地域の方との交流 |

保育環境としては、今年度も、井上寿先生に来園して頂き、未満児のロフト、3歳以上児のロフトのリニューアル、

園庭の遊具の修繕を行った。未満児のロフトは、ロフトの下の部分にLEDライトを設置することで、今までほとんど

遊,Sミことのなかった部分の有効利用をできるようにし、2段構造にすることで、遊びの幅や対象年齢も広がった。ま

た、3歳以上児のロフトは、今までトンネルでつながっていたところを分け、それぞれ独立させることで、それぞれの

発達の子どもたちがより落ち着いて遊びを展開できるようになった。新しいものを作るだけでなく、あるものを変え

てモヽく事も環境を整えてるために挺要であると感じた。

トンネルをなくしそれぞれ独立した

2つのロフト

∋ ヽ

ヽ

爪
阻

I LEDライトを取り付けたロフト下 改造したロフトで遊七Sミ未満児



今年度も子どもたちと相談をして、知活動を行った。昨年度の経験もあり、子ども達からはたくさんの野菜を育

てたいとtヽう希望が聞かれた。話し合って種類を決め、一年を通して、たくさんの野菜を育てることができた。収穫

した野菜は、みんなで調理をして食べたが、普段給食では食べないものにも挑戦する姿もあった。また収穫した野

菜を「焼き芋大会」などの行事につなげたり、お店屋さんの活動をしたり、食育だけでなく、様々な活動につなげら

れている。

今年度の鶴ケ岡すまいる保育園のテーマである 主体的に関わる(わらべ歌に親しむ
。自然の中で五感や身体

を使い遊しSミ・多様性を認め人と関わる。自分で考え、やり遂げる楽しさを感じる)につながっていると思う。来年度

も保育環境を整え、様々な活動を通して子どもたちのすこやかな成長につながるようにしていきたいと思う。

首を植え

収穫が楽

しみです。

芋ができ

ました。

大きなお

焼き芋おいしいね～1   1

≪園バスの活用≫

今年度は、姉妹園である三丁目すまいる保育園の卒園児を対象に、通園

バスの運行を開始した。すまいるでの保育を希望しているが、距離的に遠

くなることで毎日の送迎が困難なため、他園に転園する家庭もあったが

バスの運行により、鶴ケ岡で継続して保育を行うことが可能になった。

引き続き、遠足や園外保育や、姉妹園交流の際にも、園バスを活用して

いる。その時の感染状況で乗車人数を制FRしたりする時期もあったが、園 i 通園バスに乗る子どもたち

バスを利用した活動は、公共の場でルールーを守ったり、集団の中で考えて

行動するなどの規範意識、社会性、自立′せなどが芽生え、園内では体験できないことが体験でき子どもたちの成

長につながっている。姉妹園との交流では、遊びや、友達関係の幅が広げられている。今後も子どもたちの希望を

聞きなんヾら、たくさん活用していきたいと考えている。

省
ィk＼

けやの森への遠足
今昔村への遠足



2.児童利用状況

月別利用児童受託状況

延長保育利用状況 (廷べ人数)

3.保育園開所時間

4.職員

3月 1日 時点での在籍内訳

4月 5月 6月 7月 8月 9月 iO月 H月 12月 i周 2月 3月

0歳児 2 3 3 4 4 4 4 4 4 4 4 4

〕歳児 19 19 18 18 18 18 18 18 18 18 18 18

2歳児 23 22 2! 21 21 21 20 21 21 21 21 21

3歳児 28 27 27 27 27 27 27 27 27 27 27 27

4歳児 20 29 I(7 I(7 I(7 19 19 I(7 I(7 19 I C7 I(7

5歳児 17 17 17 17 17 16 16 16 16 16 16 16

4月 5月 6月 7月 8月 (7月 10月 H月 12月 I月 2月 3月

利用総人数 124 147 181 201 153 173 175 170 206 16(7 182

保育標準時間 保育短時間 備考

早朝延長 7:OO～ 8:OO

最大 II時間

有 料

通常保育 8:OO～ 16:OO 最大8時間

夕方延長 ,6:OO～ 18:OO 有 料

有料延長 18:OO～ 19:OO 有 料 有 料 土曜日は無し

常勤職員 13 保育士 10 看護 B市 | 栄養士 I 事務 I

″ヾ―卜職員 23 保育士 19 看護師 | 栄養士 2 事務 I

調理員 2 嘱託医 2



4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 H月 i2月 I月 2月 3月 合計

在籍総数 35 38 39 41 41 41 41 3(7 3(7 40 3(, 39 472

うち施設長 I I | I I I I I I | I I 12

うち保育士正規 9 9 iO II II II II iO IO 10 (7 9 120

うち保育士パート 13 14 14 14 13 i3 13 12 12 12 12 12 154

うち看護師 I I | 2 2 2 2 2 2 2 2 2 21

うち調理員 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 5 49

うち用務 O O O O O O O O O O O O O

うち事務 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 24

うち産体育休 O O O O O O O O O O O O O

うち保育蒲助 5 7 7 7 8 8 8 8 8 (7 (7 8 (72

職員在籍状況 (人 )

5.運営報告

(I)開催 した施設内会議

4月 5月 6月 7月 8月 9月 iO月 四 月 12月 1月 2月 3月

全体会議 I I I I I I I I | I I

わくわく会 I I I I | I I I | 2 |

にこにこ会 I I I I I I I I | I I

(2)各種ワーキングチームを設置し、職員主体での運営

研修 WT 職員の資質向上に向けて組織的、かつ体系的な研修計画に基づいて進める。

安全 WT 園内外の環境整備および保全、安全・防災に関する意識の強化、子どもと保護者への情報発

信と学び合いに務める。また園内の衛生管理や感染対策を行う。各訓練の計画、実施

食育 WT 健康な生活の基本としての「食を営む力」の育成に向け、その基礎を培えるよう、食育計画の

作成や食育環境、栄養管理などに取り組む

保育と給食の一体化を目指して栄養士、調理節、保育者が連携する。

保育WT 保育理念、保育目標、保育所保育指針に基づいて、子どもの主体的及び非認衣口能力を伸ばす

保育の在り方について実践を通して、議論を重ねつつ学びを深める。

地域 WT 地域と共に育ちあえる保育を目指して、地域との交流を深める。なく類バンク等地域の活動への

参カロ。



6 保育 。処週

(|)保育・保護者面接および発達相談・園児の保護者への支援および意見要望への対応

(2)年 間行事の振 り返 り

今年度の園行事は、新型コロナウイルス感染症の感染状況を見ながら、

徐々に通常の開催に戻す形で行った。保護者にアンケートで意見を聞きな

がら、話し合いを重ね、どのような形が子どもたちにとって望ましいのか、試

行錯誤の繰り返しだったと思う。「夕涼み会」は、「夕涼みウイーク」で開催

し、一週間の中で、にこにこ組、わくわく組がそれぞれの日程日にイベントを行

ったり、保護者会のイベントの日では、スイカ割りやゲームなどで子どもたち ! 今昔村への速足

を楽しませていただいた。「親子しS、れあい遊び会」は、小学校の体育館を借

り、3園合同での開催を目指していたが、感染状況を考え、年長児のみ2園

合同で、開催した。クラスFR定での開催となったが、小学校への期待や親子

て
゛
の思い出作りにつながったのではないかと思う。「ウインターフエスタ」は、

わくわく組のみ保護者参カロで開催、にこにこ組は平日開催とした。わくわく

組は「お仕事」をテーマにして、「お医者さん」「お店屋さん」「警察官」「大

工さん」「写真屋さん」に分かれそれぞれの職業になりきったり、お客さんに

保育 ・保育者と保育内容や環境について共有し、迪宜、悩みや戸惑いに寄り添える

よう努めた。

・職員とは定期的に個別面談を行った。

保護者面談および発達オロ談 ・発達相談として数回面談を行う。現在の子どもの状況などを共有することで、

双方の理解を深めながら子どもへのかかわりや環境について考える。

また、ケースによっては、専門機関への相談をお願いし、発達検査をして、療育に

つなげている。

・子育てへの不安などに対し、迪宜個別面談の時間を作る。今後も育児に対す

る不安や戸惑いなどを表現できる環境、場づくりができるよう努めていきたい。

園児の保護者への支援およ

び意見要望への対A

・保護者会と共催で「夕涼み会」を実施 (新型コロナウイルス感染症の感染状

況を踏まえ夕涼み会ウィークとして実施)

・保護者支援では個別対AがX要なケースが何軒かあった。tS、 じみ野市や川

越児童相談所と連携をとり対Aした。

・保護者会より、園に対しての要望が寄せられ、話し合いを実施。

・保護者アンケートの実施 (行事の開催について、全体的な計画作成に向けて)

なったりして保護者とともに楽しんだ。にこにこ組については、表現を中′こに |

今昔村への遠足



した活動を行い保護者には後日動函配信をした。ハロウィンは、規模を縮小する形ではあつたが、地域を巻き込み

活動を行うことができた。また、例年通り、焼き芋会やお餅つき節分等季節感のある行事も行った。

今年度も保育参加を実施、保護者参加の行事が制「Fくされ、保育園での様子を見る機会少ない中で、お子さん

の成長を保護者と共有できるいい機会となっている。複数回参カロされるご家庭もあり、保護者の意識の高さを感

じることができた。グラス懇談会についても、対面での懇談会を再開、ZOOMでの参加と合わせ、ハイブ1)ッ トで開
催した。それにより、少しずつ参加者も増えている。ZOOMで参加した保護者からは、「仕事の都合で保育園に行

けなtヽがZOOMなら参加できる」という意見が寄せられ、今後も社会情勢に合わせた対Aを していきたいと思う。
!|ユ 'I・

: ウインターフェスタ写真屋さん 1 今年もサンタさんがきました |

(3)給食・食育運営状況

今年度は「食を楽しむ」「食育から SDGs残食削減プロジェクト」をテーマに厨房、保育が一体となり食育活動

に取り組んだ

。今年度も、昨年から引き続き食事の時間に幅を持たせることで一人一人に合わせてゆったりと食事を楽しめ

るようにしてきた。保育者の理解も深まっていて、子どもたちも自分のペースで食事をしている。また、給食時

間に音楽を流し、落ち着いた寡囲気で食事が出来るようにしている。

・厨房と保育の一体化としては、保育担当者が、厨房業務を実際に行うことで、双方の理解を深めた。

・定期的ににこにこ組、わくわく組ともクッキングを行い、給食やおやつの食材に触れることで自分の為る食事に

興味を持てるようにしている。

・火田で好きな野菜を栽培したりする中で、収穫する喜びを感じたり、実際に食材に触れることを通して食に興味

を持つことが出来た。

。残食削減プロジェクトにおいては、自分たちの残した量がどのくらいなのか計測することで、重さを認識するこ

とができた。そして、残食をコンポストに入れ、肥料にすることで、捨てずに再利用できることを矢ロ

ることができた。今年の卒園制作がコンポストとなり、活動に広がりを見ることができた。

ウインターフエスタ大工さんに

なりきつて

ひ平

残食量の計測と

卒園制作のコンポスト
カレーのクッキング トウモロコシの皮むき



(4)保 健に関する実施結果

(5)安 全対策
ア 防災対策
1.避難訓練等実施状況

園児健康診断 6月 8日 と 10月 12日 の 2回実施

歯科検診 6月 22日 の 十回実施

保健だより 毎月児童数配布

職員健康診断 年 十回

職員検便 毎月、乳児担当、厨房担当、食育担当実施

流行した感染症 。新型コロナウイルス感染症については、今年度20堪 程の感染が確譴された。夏

には RSウイルス感染症、手足口病が数暑報告されたが、大きな流行にはならな

かった。その他の感染症については数名の罹患はあったものの、3月 現在、インフ

ルエンザの感染は報告されていない。

その他、保健に関する取組 5月 から7月 にかけ4回 に分けて普通救命救急講習受講

8月 12日、15日 と3月 30日 、3+日 に厨房設備の害虫駆除実施

希望する職員にインフルエンザの予防接種実施

実施日 訓練内容 消防署立会 消防署届

出

その他

4日 15(金 ) 避難。消火 無 毎
〔

5月 16日 (月 ) 避難・消火 ■
~世

■
~仕

6月 15日 (フJく ) 避難・消火・通報 有 有 水消火器訓練

消防車見学

7月 15日 (金 ) 避難・消火 無 無

8月 15日 (月 ) 避難・消火 無 無

(7月 15日 (木 ) 避難。消火 無 無

10月 14日

(金 )

避難・消火・通報 有 有 水消火器訓練

II月 15日

(火 )

避難・消火 ■
~世

4~L

12月 !5日

(木 )

避難・消火 征 無

1月 16日 (月 ) 避難・消火 無 無

2月 15日 (フ」く) 避難・消火 無 無

3月 15日 (7Jく ) 避難・消火 無 無



2.非常災害備品の設置

今年度は追カロの設置はなし。

3.侵入者、不審者訓練
・ |1月 に警察官立ち合いによる不審者訓練を実施。職員の連携が取れていて良かったとの

講評を頂く。また、不客者が来た時の対A方法などのアドバイスを頂く。

今後も警察署の協力を得て、訓練を行つていきたい。

4.実施 した環境整備の状況
・にこにこ組、わくわく組ともに、今あるロフトを改造した。

・園庭の 180cmの 上合の作り替え。

(6)地 域 との関わり
ア 子育て支援
・地域のコミュニティに参加し始めた。(地域高齢者との交流)

・掲示板を濫用し園の様子を発信する。また、ホームページのブログで園の様子を発信する。

イ つどいのひろば
・園外にて出張ひろばを開催するなど、徐々に園外での活動も始動し始めた。

縮小傾向にありつつも、通常のイベント内容に戻りつつある。

ウ ー時預か り事業
。今年度は通常通りの受け入れを行った。就労での定期利用が多く、一部は本人園にもつなが

っている。

・多国籍の問い合わせが増えてきた。

7.危機管理
・安全委員会の取組として、事故防止のための命のリス トの見直しを迪宣行う。重大事故につなが

る、「SIDS」 「誤飲」「水の事故」についての項目は毎日確譴を行つている。

・ヒヤリハットは、今年度も「インシデント」「ヒヤリ」「事故」に分類しているが、内容の分析を

しやすいように事故の種類を分類し事故防止に繁げられるようにする。

。「命のリス ト」ヒヤリハットをきっかけに、細かいチエックリス トを作成し危機管理に繁げた。

・他園で発生した事故事例について、安全委員会を通して共有し、自園での対Aを話し合う。

・全国で起きた重大事故より、「園バスの置き去り死亡事故」後、マニュアルの見直しや

子ども自身がクラクションを嗚らす訓練を行った。また、園外活動時の置き去り等の事故に

ついては、散歩マニュアルの見直し、散歩マップの作成、散歩中の緊急対痣訓練を行った。

訓練については、毎月 28日 を「散歩の日」とし、来年度より、定期的に行うこととした。



8.職員研修

【今不口4年度 内部研修実績】

日付 研修内容 参カロ人数

5月 14日 園内研修 SIDS・ 誤飲誤味 。水の事故 。熱中

症。敏感期 など

23名

5月 28日 合同園内研修 休みの取り方・養護について・きらき

らシートについて など

24名

6月 |1日 くらしの日 環境整備 21名

8月 27日 学びの日(上福岡

ココネ)

保育の深さを感じ、保育を振り返る

(中村先生)

15名

※厨房研修4名

10月 十日 学びの日 電話薦対・クレームの対処・アレルギ

ーの対応 など

20名

II 月 26日 学びの日 安全・安′dの尋確詔 (散歩ルートの

確詔 )

21名

12月 17日 園内研修 嘔吐処理・虐待・個人情報について

など

22宅

12月 24日 くらしの日 大掃除 20名

2月 25日 合同園内研修 各委員会発表・研修報告 など 19名

※厨房研修3名

3月 25日 合同園内研修



【今不口3年度 外部研修実績】

研修受講日
研修名 主催者・団体名

参加人数

2022/4/27 信頼される保育者になるためには コドモン 3名

2022/5/12 多様な子どもの発注支援 コドモン 2名

5/21,22・ 6/4,5 けやの森自然塾 けやの森学園

2022/5/27 絵本から広がる遊びの世界 コドモン 3名

2022/6/4 第 5回パパフレネの会 渉見稔幸講演会 パパフレネの会 10窮

2022/6/10 もっと矢口りたい食物アレルギーとその対A コドモン 2名

2022/6/16 選ばれる国からなくてはならない園ヘ コドモン 2堪

2022/6/28 夏季の活動での安全管理 コドモン 2名

2022/6/30 保育所における新型コロナウイルス感染症について 1名

2022/7/8
発達に痣じた幼保小連携とは～迫切な就学支援を

行う～ コドモン 2名

2022/7/14
保護者目線での安′せして預けられる保育とは コドモンカレッジ 3名

2022/7/21 保育所における児童虐待防止 1名

2022/7/21 若手保育士とのコミュニケーション ポピンズ |,名

2022/27
保育所における自己評価ガイドラインハンドブック

から学vSミ具体的な事例 コドモン 2嘉

2022/8/(7 配慮が捲妥な子どもの理解と支援 ポピンズ 2名

2022/8/C,
遊びの技術 パネルシアター、手遊び、読み聞かせ

ほか ポピンズ 2暑

2022/8/1(7
養成校卒業入職 3年未満対象研修 トミーの日 3培

2022/8/30 ズームオンライン コドモン 1嘉

2022/8/31 BCP作成のコツを学しSミ リスクマネジメント協会 3名

2022/(7/22 児童虐待防止について I尼

2022/9/26 衛生推進者 埼玉労働基準協会 1名

2022/10/3 保育所などによる地域子育て支援 1名

2022/10/1(7
地域子育て支援す′拠点へのオンライン導入フォローア

ップワーキング
埼玉県

1名

2022/10/20
谷和 4年度西部地区幼・保・小連絡推進協議会

幼・保・小連絡推進協議

会西部教育事務所 1嘉

2022/10/24
埼玉県幼稚園等教育研究協議会

文部科学省、埼玉県、埼

玉県教育委員会 1培

2022/11/2 ギビングツリー 研修 物的環境 ギビングツリー 2嘉



2022/11/10
ャS、じみ野市私立保育園園長会研修会

お、じみ野市私立保育園園

長会 1暑

.S、 じみ野市子育て支援セ

ンター 3名
2022/11/1(7

子育て支援者研修会

白梅学園大学附属白梅

幼稚園 1名
2022/11/25

白梅幼稚園公開保育

高山静子 1嘉2022/11/26
東洋大学 保育室見学

独立行政法人教職員支

援機構 1名
2022/12/1

幼児教育専門研修

厚生労働省・ポピンズエ

ァュケア 1藉
2022/12/6

初任保育所長等研修

ギビングツリー研修 人的環境 ギビングツリー 2第2022/12/13

日本保育協会埼玉県支部2023/2/10 リモート研修会

,S、 じみ野市私立保育園園長会 I名2023/2/21 LS、じみ野市私立保育園園長会研修会

環境設定を学しSミ 東洋大学
2窮2022/12/26

2培2023/3/6
不適切な保育を防ぐために 猪熊弘子

全職員2022/12~2023/1 今、改めて問われる保育施設における安全とは 視聰による研修

1名
2022/5/24

他全 4回 ドキュメンテーションサポートプログラム コドモン

1君
2023/1/6

『「子どもの権利を守る」「子どもの最善の利益」と

は』

全国保育協議会・全国保

育士会共同開催

日本保育協会 3増2023/2/10
深亥」事故と責任と予防

ハラスメントオンライン研修 (労働者向け) 厚生労働省 2窮2023/2.II

ホシザキ北関東株式会社 1宅
2023/2/8

スチームコンベクションオーブンによる調理実演セミ

ナー

増子友紀子 こしらえごと

lobo 1窮
9/1から半年間

薬膳 初級。中級

埼玉県社会福祉協議会 I培2022/3 虐待防止研修



【今和4年度 キャリアアップ研修受講状況】

9日苦惰解決のうち報告すべき事

。ご意見箱や口頭、連絡中長等で寄せられた全ての意見、要望、苦情については、原則「苦情対A体制」に従い個

別に対応した。

・今年度より、オンライン意見箱を開設。

研修内容 受講人数

保護者支援・子育て支援 2名

乳児保育 I名

幼児教育 1名

障害児保育 3名

食育・アレルギー対応 4名

マネジメント I名



令和4年度 高階すまいる保育園 事業報告書

1日 令和4年度 総括

高階という地に根を降ろし、 3年が経過しました。いわば「捨J成期」であるこの期間、一昨年

度から続く 新型コロナウィルスの対策を徹底しながらの保育となりました。よリチームカが必要
とされる中、情報共有のための話し合いの充実を意識し、『心理的安全性』を確保し、誰もがざつ

くばらんに物事を言い合える関係性を構築することに注力してきました。

地域との交流も深まり、昨年度に続き、園見学の依頼は 100件 を超え、独自で行つている"つ

どいの広場"においても「リフレクソロジー」や 「産後ケア」といつた内容も取り入れ、好評をい

ただきました。それにより、併せて一時保育の利用も多くなり、年間で200人以上の受け入れし
てきました。

浅川理事長のつながりにより、著名な方々もご来園され、研究論文等にて評価をいただいており

ます。

また、今年度は、実習生 5名、インターンシップで 2名 、ボランティアを 2名受け入れるなど、次

世代の保育者育成にも力を入れてまいりました。

保育環境の整備においては、井上寿先生 (一級建築士 ,日 本保育環境学会こどもアドバイザー)に来園

いただき、開園当初より課題であつた、ウンドデツキを半室内化することで、乳児が安心してハイハイで

活動できるように改善を行いました。それに伴い、生活動線を変更し、子どもたちが自ら靴を取り、外に

自由に出られる環境の整備をすることができ、思い思いの動きを楽しんでいる姿が見られます。

襲

11■ |=「ii―

つどいの広場/産後ケア 次世代の保育者養成入園式 202241

井上寿先生のご指導の下、姉妹園合同ワークショップ



保育内容に於いては、今年度も地域のニーズに応え、23名 の O歳児の受け入れを行い、年度末の在籍

は 95名 となり、三年連続、定員の 80名 を超える弾力化運営となりました。1年間の中で行われた行事

に関しましては、新型コロナウィルス感染拡大防止のために、断念せざるを得なかった行事もありました

が、今年度初めて、高階南小学校の体育館を借 りて、「親子ふれあい遊び会」を開催することができ、保

護者とのコミュニケーションや保護者同士の交流を深めることができました。

また、その高階南小学校長のご厚意の元、年長児の学校探検や、就学前の事前連絡会議をオンライン実

施するなど、小学校との連携を図ることで、学校教育への円滑な接続に向けた一歩を踏み出すことができ

ました。

今後も子どもたちが、安心した環境のなかで、すくすくと成長し、自立していけるように、保護者の

皆様と一緒に未来を担う子どもたちを育んでまいります。

サマーフェス 7kかけ祭り ハロウィン/地域交流

親子ふれあい遊び会 もちつき 小学校探検



2日 児童利用状況

月別利用児童受託状況

延長保育利用状況(延べ人数)

3.保育国開所時間

4.職員

3月 1日時点での在籍内訳

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 二月 2月 3月

0歳児 16 17 18 20 20 22 22 23 23 23 22 22

1歳児 22 22 22 22 22 22 22 22 22 22 22 22

2歳児 25 25 25 25 25 25 25 24 24 24 24 24

3歳児 12 12 11 11 11 11 11 11 ll 11 11 11

4歳児 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10

5歳児 7 7 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6

(人 )

(人 )

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

利用総人数 106 64 104 140 86 108 167 135 231 170 183 185

保育標準時間 保育短時間 備考

早朝延長 7100-8:00

最大 11時間

有 料 7100ヽシ8:00

通常保育 8:00-16:00 最大 8時間 8:00ハV16100

夕方延長 16:00-18:00

有 料

16100⌒V19:00

有料延長 18:00′
‐V19:00 有 料 土曜 日は無 し

常勤職員 H人 保育士 10人 看護師 0人 栄養士 1人
支援セ

ンター
0人

パー ト職員
19人 保育士 19人 看護師 2人 栄養士 1人

支援セ

ンター
1人

調理員 3人 保育補助 6人 嘱託医 1人



職員在籍状況(人 )

5日 運営報告

(1)開催した施設内会議

(2)各種ワーキングチームを設置し、職員主体での運営

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 ■ 月 12月 1月 2月 3月

在籍総数 44 44 43 43 43 43 43 43 43 43 43

うち施設長 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

うち保育士正規 10 10 10 9 9 9 9 9 9 9 9 9

うち保育とパー ト 16 17 17 17 17 17 17 18 18 18 18 18

うち看護師 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

うち栄養士 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

うち調理員 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

うち用務 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

うち子育て支援 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

うち産体育体 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1

うち保育補助 9 10 10 10 10 10 10 9 9 10 10 10

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

全体会議 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

わくわく会 1 1 1 1 1 1 1 1 l 1 1 1

にこにこ会 1 1 l 1 1 1 1 l 1 1 1 1

ジーダー会 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

研修 WT 職員の資質向上に向けて組織的、かつ体系的な研修計画に基づいて進める

保育者の自己評価及び園の自己評価を定期的に実施し、課題を抽出し改善に向けて取り組み、

育の質を向上させる

安全 WT 園内外の環境整備および保全、安全・防災に関する意識の強化、子どもと保護者への情報発信

と学び合いに務める

食育 WT 健康な生活の基本としての「食を楽しむ ～感謝の気持ちを育む 。季節を感じるよう～」をテー

マに食育計画の作成や食育環境、栄養管理などに取り組む

保育と給食の一体化を実践し、栄養士、調理員、保育者が連携する

保護者 WT 保護者の様々な意見に基づいて相互の理解や信頼を深める

保育 WT 保育理合、保育目標、保育所保育指針に基づいて、子どもの主体性及び非認知能力を伸ばす保

育のあり方について実践を通して、議論を重ねつつ学びを深める

地域 WT 地域とともに育ちあえる保育を目指して、地域との交流を深める



保育

・保育の振り返 りを毎日行い「見守る保育強化月間Jを実施した

。園便り (号外含む)、 コドモン (公開日誌 )、 ポー トフォリオ、ドキュメンテーシ

ョン、ブログ等を通じて保育内容を積極的に伝え、保育の可視化に努めた

。送迎時の封話をはじめ、日頃のコミュニケーション、保育参加・個人面談を行い

保護者と子どもの育ちを共有した

保護者面談

および

発達相談

・現在の子どもの状況を共有することで、双方の理解を深めながら子どもへのか

かわりや環境について考える場を設けた

。川越市と連携 した巡回発達相談を通して作業療法士の指導の下、適切な対応に

努め、専門家の助言を保育に活かすことができた

・保護者の悩み等は、適宜個別面談を行い、子育ての不安に努めた

園児のr呆護者への支援

および

意見要望への対応

・口頭による要望、連絡帳の記載内容等、小さな事柄であつても相手の立場に立

って、保護者が応えやすい聞き取り、保護者の心に響くような伝え方に配慮し、

新規開設園として、人と人との関わりを大切にした

。保護者アンケー トの集約結果、保育参加の感想では好意的なものが多く、感謝

の気持ちをコドモンや園便 り等で伝えた

。来年度の「全体的な計画」立案にあたり、保護者アンケー トを実施した

6日 保育・処遇

(1)保育・保護者面接および発達相談口園児の保護者への支援および意見要望への対応

(2) 年間行事の振り返り

新型コロナウィルス感染予防の観点、また、保護者と共に作り上げる行事と念頭に、感染症対策を

講じるとともに、保護者アンケー トを実施し企画を練り直しました。

上記を踏まえ、「入園式」「サマーフェスJ「親子ふれあい遊び会」「卒園式」を保護者と共に行いま

した。

行事のあり方として、日常の保育に変化と潤いをもたせ、子どもたちの体験の幅を広げるという考

えを持ち、子どもの発想を大切にしながら自発的に取り組めるよう工夫しました。

来年度は、子どもたちが行事を通して地域の方と繁がっていく機会を設けたいと考えております。

(3) 給食・食育運営状況

個々の発達や生活リズム等に合わせて、気持ちを尊重した食事が摂れるようになりました。

乳児クラスは、季節の食材に触れてJ、 香りや触感などを感じる活動を行いました。

幼児クラスはSDGsに着目し、残食量を可視化し、千し野菜を作って食べるなど食べ物を大切にする

気持ちを育む活動を行いました。

厨房調理員も園児の配膳へ積極的に取り組み、個々に合わせた声かけなどを行いました。

給食に郷土料理や世界の料理を取り入れ、食の多様性や文化に触れる活動を行いました。



(4)保健に関する実施結果

(5)安全対策
ア 避難訓練等実施状況

イ 非常災害備 品の設置

L 非常災害備品を整備し、補充しました。

・ 賞味期限を確認して、備蓄用品を点検した。

ウ 侵入者、不審者訓練

口 警察立ち合いの不審者勃1練は実施に至らず、園内にて行いました。

工 実施した環境整備の状況

・ 園舎内外に防犯カメラ21台を追加設置しました。

・ 保育室の手洗い場を自動水栓に切り替えました。

園児健康診断 年 2回実施 (6月 22日 ・10月 19日 )

歯科健診 年 1回実施 (6月 29日 )

保健だより 毎月児童数配布

職員健康診断 年 1回

織員検便 年度当初 :全職員 毎月 :0歳児担当・厨房担当者実施

流行した感染症 RSウイルス感染症 感染性胃腸炎 (いずれも集団感染には至らず)

その他、保健に関する取組

5月 25日 、7月 2日 、 7月 9日 :普通救命救急講習受講

8月 14日 、3月 30日 、31日 に厨房設備の害虫駆除実施

希望する職員にインフルエンザの予防接種

実施日 訊1練内容 消防署立会 消防署届出 その他

4月 22日  (本 ) 避難・初期消火 征 ■L

5月 28日 (本 ) 避難・初期消火 征 空I

6月 15日 (月 ) 避難・初期消火 。通報 空■ 有 総合訓練

7月 16日 (本 ) 避難・初期消火 征 4■

8月 18日 (火 ) 避難・初期消火 征 征

9月 15日 (火 ) 避難・初期消火 征 在と

10月 13日 (火 ) 避難・初期消火・通報 征 有 総合訓練

11月 12日 (本 ) 避難・初期消火 征 空L

12月 15日 (火 ) 避難・初期消火 征 征
〔

1月 18日 (月 ) 避難・初期消火 空■ 征
〔

2月 16日 (火 ) 避難・初期消火 征 征
〔

3月 15日 (月 ) 避難・初期消火 征 征
ヽ



命のリス トによる日々の環境整備について、園内研修にて確認しました。

日々の振 り返り、昼ネL等による各クラスの環境整備を実施しました。

井上寿先生 (一級建築士・日本保育環境学会こども環境ア ドバイザー)の指導のもと

環境整備をしました。

(6)地域との関わり
ア 子育て支援
。 新型コロナウィルス感染症感染拡大防止のため地域との交流は控え、外掲示板

り配布を通して園の様子やお知らせを発信しました。

・ ブログやインスタグラムを通じて、多くの方へ園の様子を発信しました。

自治会への園だよ

7

イ ひろば事業

・ 毎週木曜日【10:00～ 11:301つ どいの広場をはじめ、・園庭・各保育室、テラスの開放にて多くの

地域の方にご参加いただきました。

・ 製作やイベントの開催 (ク リスマス会、園外活動、手形・足形アート)も行いました。

・ 地域の講師を招き、講座を増やし、多くの地域の方にご参加いただきました。

ウ ー時預かり事業

・ 就労 (9名 )・ リフレッシュ保育での利用 (在園児同じ空間での保育)。 短時間保育等、各需要が大

変多くありました。

今年度の一時預かり利用者の延べ人数は約 600名 となり、地域のニーズに応えながら実施しました。

・ 就労のご家庭から、入園の希望が非常に多く寄せられました。

危機管理

・ 毎日の昼礼にて、インシデントやヒヤリハットとして、事故に繋がりそうなものを報告し合い、

共有してきました。

・ リスクの高い事例に関しては、具体的な対策が取れているかどうか確認し、不十分であつた時

には対策を講じてきました。

・ 他園で発生した事故事例等について、姉妹園の代表者が集まる安全分科会等を通して共有し、
自園の対応を話し合いました。

・ ロフトのメンテナンスを行い、子どもたちと一緒に遊び方を考え、子どもの安全力を高める機

会をもちました。

・ 園外保育 (散歩等)での安全管理、見守 り方、“数ではなく人の確認 “、経路などを園内研修で

再確認しました。



8.職員研修(国内研修)

9.苦情解決のうち報告すべき事項

ご意見箱や口頭、連絡帳等で寄せられた全ての意見、要望、苦情については、原則「苦情対応

体制」に従い個別に対応しました。

ケースに応じて、法人本部に報告・相談し、指示を仰ぎながら対応しました。

実施日 研修内容 参力日人数

5月 14日

・個人情報
・アレルギー対応
。午睡のあり方

・守秘義務の重要性
・誤飲、誤囃予防
・気づきのシー ト

・乳幼児突然死症候群 (SIDS)予防
。保育環境  ・保育の振り返り
。人権について

31名

5月 28日

救命救急 (7/9 7/2
・イ呆育の安全
・上尾の事故事例
・ヒヤリハント

・危機管理
・厨房より
・虐待

・熱中症対応 (暑 さ指数含む )
。にこちゃんマニュアル確認

26名

6月 4日
【合同園内研修】汐見先生講演会 (けやの森主催)

子どもと先生と保護者が関わりながら一緒に作る生活 それが楽しい保育に
15名

8月 27日

【姉妹園合同研修】

保育の深さを感じ、保育を振り返ろう (中村章啓氏)

野中こども園の保育について

24名

10月 1日

・散歩マニュアル再確認  ・様々な散歩場面を想定しシュミレーションとディスカッション
【姉妹園合同研修】みんな違つてみんなイイ (フ ィリップス美穂氏)
,0歳児の保育環境    '保 育の安心・安全再確認

21名

H月 26日 緊急時の対応   ・保護者支援  ・保護者アンケー トを受けて  ・嘔吐処理 25名

12月 17日 【保護者との共同研修】虐待の未然防止  ・個人情報の取り扱い 29名

12月 24日
・年末大掃除(保育環境整備) ・子どもを大切にする保育とは
・ポー トフォリオからの保護者理解

24名

2月 25日 ・神戸研修報告  ・深刻事故の責任と予防  ・法人より(コ ミュニケーションについて) 27名

3月 25日 。新年度準備   【姉妹園合同研修】マナー研修 (佐佐木享子氏) 80名



令和4年度 となりのすまいる保育園 事業報告書

1.令和4年度 総括

開園 3年目を迎え、 0歳児、 1歳児、 2歳児、 3歳児、4歳児、 5歳児と全年齢のクラスがそろい、先

日、第 1回卒園証書授与式を和やかな温かい雰囲気の中執 り行うことが出来ました。

番そつ‐えん ざいま
慕

異年齢での保育と、各年齢での活動、一人ひとりの発達を

意識し、子どもたちの興味、関心を通して展開できるように、

姉妹園との交流や一緒の活動を取 り入れてきました。

また、絵本を通して子どもの想像力や意欲、関心を高め、

家庭と子育ての連携を深めていけるように、本年度も引き続き

月刊絵本での読み間かせをすすめ、絵本に親しみました。

さらに「わらべうたJを通してスキンシップをとりながら情緒の

安定や日々の生活に一息入れ、一緒に楽しめるように毎月園だよりや

コドモン、YOuTubeな どで発信をしたことにより、「お気に入 りのわらべうたを親子で歌いながら楽しん

でいます。Jと保護者からの声もありました。

吾手き曇憲環け呈】:ほ :を,:与
を
/フ ォ ン

の布でいないなばぁをして笑い合い

関わり合 う姿が増えています。

今年度も新型コロナウィルス感染に伴い、感染対策を徹底しながらの保育となりました。

オミクロン株の感染拡大のニュースと共に、国でも保護者、園児、職員の感染者があり育成協会、ふじみ

野市保育課との協議の上、濃厚接触者を確定し自宅待機をお願いしてきました。手洗い、手指消毒、登園

時の全員の検温と子どもの健康チェックをチェック表で行い、換気、おもちゃの消毒と室内の消毒を日々

の業務の中で保育者が交代で、感染予防に努めました。

子どもたちの食事場面では、テーブルの配置に配慮 し、未満児の午睡では、布団の距離や横になった子ど

もの頭と足が交互に寝られるように工夫をしました。

園行事、保護者参加の行事については、行事ごとに保護者へのアンケートを配信し、様々なご意見を踏ま

えて実施内容を検討しました。



2H児童利用状況

月別利用児童受託状況

延長保育利用状況(延べ人数)

3日 保育口開所時間

4L職員

3月 1日時点での在籍内訳

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

0歳児 0 1 1 0 1 1 2 2 4 3 4 2

1歳児 8 7 7 7 11 9 8 8 8 8 8 8

2歳児 4 5 5 5 5 5 5 5 5 4 4 4

3歳児 4 4 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5

4歳児 4 4 4 4 4 4 4 4 3 3 3 3

5歳児 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

利用総人数 1 2 2 0 1 0 1 0 0 1 1 1

保育標準時間 保育短時間 備考

早朝延長 7100-8:00

最大 11時間通常保育 8:00-16:00 最大 8時間

夕方延長 16:00-18:00

有料延長 18:00-19:00 有 料 土曜日は無し

常勤職員 4人 保育士 3人 看護師 0人 栄養士 0人 事務 1人

パート職員 14人 保育士 8人 看護師 3人 栄養士 0人 事務 3人

調理員 0人 嘱託医 0人



5日 運営報告

(1)開催した施設内会議

(2) 各種ワーキングチームを設置し、職員主体での運営

6H保育・処遇

(1)保育口保護者面接および発達相談・園児の保護者への支援および意見要望への対応

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

全体会議 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

わくわく会 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

に こ |こ こ会 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

リーダー会 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

となり会 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1

修

Ｔ

研

Ｗ

職員の資質向上に向けて組織的、かつ体系的な研修計画に基づいて進める

WT

安全 園内外の環境整備および保全、安全 。防災に関する意識の強化、子どもと保護者への情報発信と

学び合いに務める

育

Ｔ

食

Ｗ

健康な生活の基本としての「食を営む力」の育成に向け、その基礎を培えるよう、食育計画の作

成や食育環境、栄養管理などに取り組む

保育

WT

活動が豊かに展開されるように、書類の作成、CCWの活用、研修を受けて環境の見直しなどを行

つ

実践を通して、議論を重ね学びを深める

保育 ・保育の振 り返 りを行い、子どもたちの興味、関心を職員で対話して継続して

いく保育になるよう努めた

。因だより、キッズリー、ポー トフォジオ、 ドキュメンテーション、ブログ等

を通 じて保育内容を積極的に伝え、保育の可視化に努めた

保護者面談および発達

相談

・送迎時の対話、連絡ノー トでコミュニケーションをとり、保育参加の際、個

人面談を行い、保育園での生活の様子や、子どもの育ち、発達を共有した。

・保護者の悩みなどは、道宜個別面談を行う

園児の保護者への支援

および意見要望への対

応

・口頭による要望、連絡ノー トの記載内容等、小さな事柄であっても保護者の

立場に立って伝え方に配慮 し、丁寧に関わることを大切にした

。外国籍の方へは通訳アプリや、英訳をした手紙などでわかりやすく誤解のな

いように伝えていつた

。保護者アンケートの集約の結果、保育参加の感想ではとても好意的な回答が

多くあった

。次年度の保育計画立案にあたり、保護者アンケートを実施



(2)年 間行事の振り返 り
・感染症に配慮し、行事毎に保護者アンケートを取 りながら実施内容を検討し、参加の仕方を工夫してきまし

た。昨年まではZOOMで 行っていた懇談会を5月 、 2月 ともに対面で行い保護者同士の会話も盛り上がり有

意義な懇談会となりました。

・保護者の参加はなかったが、夏の夕涼みウィークとして保育の中で楽しみ、幼児クラスでは、玉ねぎの皮か

ら布を染めて衣装を作 り楽しみました。

秋の親子ふれあいフェスは、鶴ヶ岡スマイル保育園と一緒に小学校の体育館を借 り年長児のみ初めて親子で楽

しめるフェスを開催し、他クラスは、ふれあいウィークとして保育の中で身体を動かす遊びを中心に行った。

ハロウィンでは、夕涼みの経験から子どもの発想を大切にして、幼児クラスが布を使い衣装を縫いファッショ

ンショーを行いみんなに披露し自信になっていた。

冬のウィンターウイークは、クリスマスにちなんだ音楽や制作を楽しみサンタクロースも登場し、保護者会よ

リプレゼントをいただき大喜びをしていた。伝承遊び会、節分、ひな祭 りと季節を感じながら、日々の保育が

行事につながった。

国バスの活用

感染状況を見ながら、消毒や換気などの感染対策をし、園バスを利用して姉妹園交流や園外活動を行った。

鶴ヶ岡すまいる保育園に月に数回の定期交流を行い体操や宙活に参加したり「けやの森学園」「大根ほりJ「今

昔村」ヘー緒に行き交流を深めた。3月 には星、宙で伊佐沼すまいる保育園へお別れ遠足に行きつくしやテン

トウムシなどに触れ自然に触れた。

給食口食育運営状況

・個々の発達や生活リズムに合わせて和やかに食事ができるよう、個々の気持ちを尊重した関りを心掛けた。

・毎月、旬の食材を意識し、皮むきや洗浄などで本物の食材に触れることで、

匂いや感触を感じることが出来た。

・屋上園庭の畑、テラスのプランターで野菜を育て、成長をたのしみに日々水やりや

観察をし、収穫 して洗い、調理して食べることができた。

・給食の時にメニューを丁寧に伝えたり、食材の写真を貼 り、興味を持てるよう工夫していった。



・食事中の子どもたちの様子をしっかり見守るために、「食事中の心がけ」を見ながら食事の援助、見守りを

行っている。見守り方を共有することで、姿勢や足の位置、を意識することができ、誤嗽防止、事故防止、に

繋がっている。

・一人ひとりの食事の様子を職員間、保護者と一緒に共有できるように、「食事の確認表」を取 り入れた。

(3)保健に関する実施結果

(4)安全対策
ア 防災対策

1.避難訓練等実施状況

園児健康診断 6月 14日 と10月 25日 の2回実施

歯科検診 6月 8日 の1回実施

保健だより 毎月家庭数配布

職員健康診断 年1回

職員検便 毎月、乳児、配膳担当、厨房担当実施

流行した感染症 ・胃腸炎やRSウ ィルス、風邪など季節ごとに感染する子どもが見られたが、いず

れも集団感染には至らず

訴型コロナウィルスはPCRの結果保護者、職員も陽性となっており、子どもの感染者は

5塔 となつた

。新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、国の指針に基づき対応をする

。インフルエンザ A型幼児 5名

その他、保険に関す

る取組

6月 4日 、6月 11日 、 6月 18日、7月 2日 、 7月 16日 普通救命枚急講習受講

8月 12日 、13日 と3月 30日、31日 に厨房設備の害虫駆除実施

希望する職員にインフルエンザの予防接種

実施日 訓練内容 消防署立会 消防署届出 その他

4月 15日 亀缶) 地震・火災・消火 征 征

5月 13日 (金 ) 地震・火災・消火 征
小

征

6月 15日 (水 ) 地震・火災・消火・通報 征 有 水消火器訓練

7月 14日 (木 ) 地震・火災・消火 生llと 征
小

8月 18日 (木 ) 地震・火災・消火 征
小

征

9月 15日 (木 ) 地震・火災・消火 征 征
〔

10月 14日 (金 ) 地震・火災・消火・通報 征 有 水消火器訓練

11月 15日 (火 ) 地震・火災・消火 征 征
〔

12月 15日 (木 ) 地震・火災・消火 征
小

征
〔

1月 16日 (月 ) 地震・火災・消火 征 征
〔

2月 13日 (月 ) 地震・火災・消火 至こと 征
〔



3月 13日 (月 ) 地震・火災・消火 征
小

征

2.非常災害備品の設置
4人乗り散歩車、災害用ヘルメット

保護者会より

カセット式コンロ、カセットガス、非常食、保存水、簡易トイレ、簡易ポンチョ、ブルーシート、アルミ

シート、紙皿、プラスチックスプーン

3.侵入者、不審者訓練
警察官立ち合いの不審者訓練 11月 7日 (月 )に実施c

4.実施した環境整備の状況
・1階保育室を乳児と未満児のにこにこ、3階保育室を幼児のわくわくで生活をしている。「遊 。食・寝Jを

独立して行える環境にすることを意識し、環境設定を行った。環境ラボに参加し、子どもたちの興味、関心

を見ながら玩具の入れ替えや配置の仕方を工夫した。

にこにこの保育室では、子どもたちの月齢を考え、子どもたち一人一人が主体的に活動できるように興味、

関心を見ながらコーナーを設置した。

わくわくの保育室ではメダカ、ザジガニ、グッピーの飼育を行い、図鑑を見ながら水質の調査をするなど元

気に生育できるように相談しながら学びを広げていた。

カプラデーン、LaQデーンで作った作品を展示したいとの子どもからの声で展示できるひな壇を作り、個人

のカードを置いて飾る姿があり、主体的に遊びを繰り広げている。

そのほかにも、子どもたちの興味関心に寄り添いながら、少しずつ環境を整えてきた。

・命のリストによる日々の環境整備

(5)地 域との関わり

市、自治会への参加

・毎月第一日曜日に複数名の保育士で地域清掃

公益的な取 り組み

「つながる相談窓口」開設  ステッカー、のばりの設置

保育年間計画の可視化  可視化して保護者に掲示

「衣類バンク」

子育て支援

・新型コロナウイルス感染症拡大防止のため地域との交流は控え、外掲示板、自治会への園だより配布を通

して園の様子やお知らせを発信 した。

・ホームページ、インスタグラムなどを通じ多くの方へ園の様子を発信 した。



ひろば事業

・週 2回程度 (10:00～ 12:00)支援センター・屋上園庭の開放、制作 (手形、足形アート)身体測定、イ

ベント (夏祭り、クリスマス会等)多 くの地域の方にご参加いただいた。

一時預かり事業

・就労、 ジフレッシュ、緊急預か り、通院等

・今年度は利用者が増え、 12月 ～ 3月 はほぼ毎日のご利用があ り、 1日 3枠の定員に達する日も増えてい

る。

(3)危機管理

。毎月安全 WTに よるヒヤリハットの分析を行う。リスクの高い事例に関しては、具体的な対策

などを話し合って次の事故防止に努めた。

・命のジストで園の見回りを毎日行うことで、保育者一人一人が小さなことに気づき、声を上げる

ことによって、安全な環境づくりにつなげる。

。他園で起きた事故事例を確認 し、注意喚起を行 うとともに、姉妹園の代表が集まる安全委員会

を通 して共有し、自園の対応を話し合った。

・誤嗽事故を防ぐために、「食事中の心掛け」を共有し、食事の見守 り方や食後の回腔チェックを

徹底 した。

・園外保育 (散歩等)での人間確認、安全管理、見守 り方、経路など散歩日誌を新たに記入する。

。毎月 28日 を「安全の日」と位置付ける



(4)職員研修(国内研修)

実施 日 研修内容 参加人数

5月 14日 ・安全について 合同研修 24名

5月 21日 ・暮らしの日vol.1(三丁目合同) 30名

5月 28日
合同園内研修 (通達、委員会発表・zoomに て)すまいる保育園 10の コツ、自己評価表

の気付き、グループディスカッション、手話講座
21名

6月 4日

11日
普通救命講習 20名

6月 18日
普通救命講習・

暮らしの日vol.2(と なり)
26名

7月 2日
普通救命救急

暮らしの日vol.3(玩具の整理)
25名

8月 6日 園内研修 (監査書類準備等) 20′名

8月 27日 ・野中子ども園の保育について(中村先生) 30名

10月 1日 令和 5年度入所希望保護者説明会と安全について「私たちに何ができるか」 名

10月 8日
I・ Uさ んの故急搬送について

宙グループ鶴ケ岡すまいる保育園と合同親子ふれあいフェス
名

10月 29日 三丁目すまいる保育園の散歩先での置き去 りについて 名

11月 5日 暮らしの日vol.4(わ くわく保育室の環境) 名

11月 12日 園内研修 名

H月 26日 園内研修0 名

12月 17日 園内研修 (環境設定、学びの時間) 名

12月 24日 大掃除 名

2月 25日 合同園内研修 名

3月 25日 合同研修 名

三丁目すまいる保育園と合同



(5)外部研修

実施日 研修名及び講師 研修内容 会場 参加人数

7月 25日 久保隼人 保護者の理解と感情をコントロールする技術 1名

7月 24日 中道 道子 自分をコントロールする力を育む 1名

7月 1日

第 6回関東ブロッ

ク

保育研究大会

すべての子どもと子育てに関りを持つ社会の

実現を目指して
1名

8月 6日
保育のための安全

姑策講座
安全への感覚 (危険予知能力)を高める 1名

8月 26日
乳児保育研修会 コロナ禍の保育・未来を見据えた保育者の専

門性

1名

11月 13日
瀧  薫 物語・絵本・ファンタジーの遊びが豊かにな

るために
15名

11月 18日
埼玉県保育士会

秋の研修会

子どもの主体の保育の理解促進
1名

11月 25日

パネルシアターを通して、人と応答する楽し

さやつながり合う喜びを味わう環境づくりや

遊びについて

フク トピア

2名

10月 6日 ～

令和 3年度企業主

導型保育事業 保

育安全研修

科目視聴、確認テスト

科ロレポー ト

e‐フーニング

1名

12月 4日
アー ト展 2021 アルテ子どもと木幼

稚園
3名

10月 21日

1月 21日

令和 3年度企業主

導型保育事業

施設長研修

科目視聴、確認テスト

確認 レポー ト

オンライン意見交換

最終レポー ト

c―ラーニング

ZOOM
1名

1月 22日
東洋大学オンライ

ン講習

言語や文化が多様な子どもたちとの保育 ZOOM
1名

1月 18日
第 2回社会貢献活

動推進連絡会議

「SDGsの 自分ごと化」
1名

1月 27日
ふじみ野市相談支

援包括化推進会議

「外国ルーツの支援について」 ZOOM
2名

2月 10日
児童虐待防止サポ

ーター研修

児童虐待の防止法を保護者に伝える 1名

2月 12日 吉本和子 一人ひとりを大切に育てるために 9名

2月 1日 ～
日本保育協会 実践に活かす保育指針セミナー

子どもの育ちにとっての保育の質
名

2月 21日 ～ 社会福祉協議会 「選べる」福祉職員組織力向上研修 名



(6)苦情解決のうち報告すべき事項
・ご意見箱や日頭、連絡ノート等で寄せられた全ての意見、要望、苦情については、原則「苦情対応体制

に従い個別に対応

・令和 5年 2月 1日 より、「オンラインご意見箱」の URLを保護者にコドモンで発信し、ご意見が出しや

す くなるようにする事で大きなクレームになる前に意見をお伺いすることとなった

。ケースに応じて、法人本部に報告、相談、指示を仰ぎながら対応


